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当市は， 教育環境の整備と相まって小学校， 中学校の老朽校舎の改築を重点と

して推し進めてまいりました。

三輪小学校の校舎は， 大正 12年に建てられたもので， 既に50有余年の歳月を経

て老朽化してきましたので， 昭和5 1年度から53年度にかけて改築することになり
ました。

この改築校舎敷地ならびに附近は， 三輪遺跡と称して埋蔵文化財の所在地であ

りますので， 改築工事に先立ち発掘調査を行うこととし， 昭和50 , 5 1, 53年度の
3カ年にわたって実施したものであります。

今回の発掘調査にあたっては関係者のご理解ご協力を得て炎天酷暑の中をもの

ともせず， 発掘の調査目的に沿っで惜しみないご努力とご精進をいただき順調な

歩みを遂げ立派な成果を収めることができました。

この報告書が記録保存 の使命を帯びて刊行されましたうえは， 長く埋蔵文化財

保護の旗印の一 つとしてご活用いだけるならばこのうえない幸いであります。 長

野市遺跡調査会の皆さんならびに非常なご熱意をもってご援助くださった方々に
厚く御礼を申し上げます。

なお， このような陰の努力があって新しい校舎が恵まれた環境の中に完成した

わけでありますので， 関係者が一体となって建物の管理に当たり， 教育目的の達

成に努められますよう願ってやみません。

昭和54年3月31日

長野市長 柑l 原 正 之
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埋蔵文化財の保護処置が， 法的に強く求められてきましたのは， 文化財保護法

が施行された昭和25年からであります。

当市の広い地域内には， 6 5校の小学 校・中学 校が存 在しますが， 校舎敷地内に

は， 埋蔵文化財包蔵地として確認されている学 校があります。 三輪小学 校の敷地

もこれに該当し， 校舎建物の老朽化が著しいことから， 昭和51 年より53年にかけ
て改築することになりました。

当教育委員会では， 長野市から委託を受けて， この遺跡の発掘調査をすること
になり， 関係担当課と協談を重ねた結果， 昭和50, 51年および53年度の 3カ年に

わたって当教育委員会の委託を受けた長野市遺跡調査会がこれにあたることにな

りました。

両 年度共， きびしい炎天下にもめげず， 調査会調査員の皆さんが， その責務を

体し， 予定期間内に滞りなく発掘調査を遂行されて， 多大な成果をあげられまし
たことはご同慶に堪えません。

ここに遺跡調査会担当者のご努力により， 報告書を刊行することに な り ま し

た。 本書によって， 埋蔵文化財への認識を深めていただき， 遠い過去の人々の生

活に思いをはせながら， 変動の激しい現代社会において， 強く雄々しく生きるは

ぐくみともなれば望外の喜びであります。

終わりに， 長野市遺跡調査会の皆さん， 地域において非常な支えとご協力をく

ださった皆さん， ならびに熱心に励ましをいただいた関係の方々に， 衷心から惑

謝を申し上げます。

昭和54年 3月3 1日
長野市教育委員会教育長
長 野 市辿跡調査会長

中村博ニ
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1 本書は昭和50·5 1年に長野市と三輪遺跡調査会と， 昭和53年において長野市
と長野市遺跡調査会との契約に基づいた三輪小学校改築に先立つ発掘調査報告

書である。

2 本書は調査によって検出された遺構・遺物をより多く図示することに重点を

おいた。 なお遺物の詳細については各次調査の図前頁に表にして記した。

3 遺構の番号は煩雑を避けるため第 1 次調査から発見又は調査順に付した。

4 遺構図は第 1 次が小平， 第2 次を佐藤， 第3 次を原が担当整図した。
5 遺物の実測は第 1 次が矢口， 第2 次を片山 •原 • 岩佐• 鳥羽が， 第 3 次 を

原 ・ 百瀬•小林（秀）が担当し， 整図は第 1 次矢口， 第 2 · 3 次原が行ない， 拓

本は百瀬が担当した。

6 遺構写真は第 1· 2 次が小林（年）， 第 3 次を矢口が担当し， 遺物写真は第1

. 2 次が矢口， 第 3 次を竹内が行なった。

7 遺物実測図中， 推定復元可能 なものは鎖線で， 黒色処理されるも の は黒点

で， 赤色塗彩されるものは図中朱色で表示した。
8 遺構遺物の執筆は各調査員の作成した住居址等追檄カ ー ドをもと に お こ な

ぃ， 文責は文末に記した。

9 関係図面， 諸記録は長野市教育委員会で保管している。
10 なお， 付録として昭和49年度に実施した水内坐一元神社（柳原小学校） 遺跡

の調査報告を掲載した。
1 1 本書の編 集•印刷関係の業務は長野市教育委員会が担当した。
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第1章 発掘調査の経過

三輪小学校は昭和46年の新館建設後， 長期計画で木造老朽校舎の改築計画が進め られ て い
た。 現存木造校舎は大正12年の火災後に復旧校舎として建築されたもので， すでに50有余年の

歳月を経ており， また近年は， 松代地展の天災によりその老朽化は一段とすすんでいた。 この

ような現状の中で， 長野市教育委員会は老朽校舎新改築事業の一環として， この老朽校舎 2棟

を昭和50年・昭和51年度で新改築すべく準備をすすめていた。

しかし， この地域における埋蔵文化財の調査は旧市街地であり， また住宅密集地でもあるた

め分布調査等は遅れており， 造跡の存在の有無はあまり明確にはされていなかった。 ただ美和

神社周辺より辿物の出土を聞くにつけ， 同神社と地続きの三輪小学校敷地も遺跡の可能性があ

ると推定されていた。

ところが昭和50年になり， 新改築予定校舎の南前庭の簡易水道埋設工事に伴って， その残土

中に平安時代を中心とする土器・陶器の破片を発見し， いよいよ追跡の可能性は強まった。 そ

こで関係諸方面と協談を重ねた結果， 新改築工事開始に先立ち， 記録保存を目的とした発掘調

査を実施することに決定した。時あたかも「浅川西条追跡」の調査を目前に控えて， 二頭立て

の調査はかなりの困難が予想されたが， 校舎取り壊しの期間を考慮して， 浅川西条遣跡終了後

に， その調査体制をそのまま継続する形態で昭和51年8月25日から9月 7 日までの 期 間 で 約

l,OOOm' の調査に臨むことになった。

翌51年度にも第l1I期教室棟の増改築が予定され， 第1次調査の結果から， 三輪小学校付近の

微高地上はすぺて古墳時代～平安時代にかけての遣跡であると推定されるので， 昨年に引き続

き第2次調査を実施することになった。 期日は7月25日から8 月12日まで約600m2 を調査する

ことになったのであるが， 追構が複雑に重 複しあい， また撹乱が著しかったので調査終了日は

8月17日になった。

当初計画ではこの時点で埋蔵文化財の調査は終了する予定であったが， 昭和52年度に新たに

管理棟の改築がもち上がり， 過去の調査結果をみるまでもなく調査をする必要があったので，

関係各機関•各員に調査団の編成 ， 調査期間等協議を行ない， 長野市内の埋蔵文化財の調査を

調整し， 調査面租約 600m2 vこ昭和53年6月 3 日から6月10日を調査日にあて， 調査を実施し

た。尚各次の調査には， 上屋破毀した後の調査であるので， 重機により雑物及び表土の除去を

行なった。 （事務局）
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第 2 章 遺跡周 辺の環境

第 1 節 地理的環境

長野市三輪遺跡は長野市三輪 8 丁目 3- 2 に所在する。 長野市三輪小学校敷 地内 を 内 包 す

る。 長野電鉄長野 ・ 須坂線 の本郷駅西に美和神社と 軒 を並べて い る。 標高は約 378 mで方角 は

本郷駅 よ り 北西の位置 にあたる。

三輪は， 閑 静 な住宅街と して 発展して い る。

こ の辺 り は， 浅川扇状地の西側扇端部に相当する。 浅川 は， 飯縄山 腹 に源を発し， 山肌 を刻

み， 浅川東条を谷 口 と して 善光寺 平に押し出して く る。 途 中で駒沢川 • 徳 間川など と 合 流 し

て ， 吉 田 ・ 古里を灌流して 豊野町 浅 野の東 で千 曲川 に入 る。 こ の浅川 によ り 作 出 された扇状地

が浅川扇状地である。

浅川扇状地は， 浅川東条周辺を扇頂部 と し， 東 は若槻東条に突出して く る三登山 の支峰を側

端 と し西は城山東 の急斜面を側端 と し， そ の扇端部は丁 度， 長野電鉄の善光寺下駅よ り ， 信濃

吉 田駅 にかけて の軌道 と ほ ぽ一致して い る。 先述の本郷駅は， 善光寺下駅 と 信浪吉 田駅 と のほ

ぽ 中間地点にあ り ， 従 って扇端部が最 も南 に張 り 出した所 と なる。

扇端部特 有 の地理的条件 である伏流水 の地表湧 出による水 の便は良好である。

扇状地の東西両側端 は， 活 断層活動が沖積世 に入 って も活 発 に継続したため沼 地に近い湿地

を形 成して い たと 考 え られる。 また三輪遺跡の周辺は， 湧水を各 所 にもち， 扇端 部 と それに続

＜ 泥湿 地帯 であったと 考 え られる。

三輪遺跡は， い わば扇端 部 に位置する遺跡である。

昭和20年前 後の頃 には， 三輪遺跡南方 は長野電鉄軌道 を境 と して ， 途 中さ え ぎ るもののない
はる

一面の水 田 であった。 「三輪田圃」 と 呼ばれて い たと こ ろ である。 おそ らく見霧 かす茫 漠 と し

た水 田 の風景 は， 古代と 比して もさ ほ ど の違 い はなかったと 記憶して い る。

第 2 節 歴史 的 環境

長野市三輪遺跡は， 発掘調査の実施された現在の三輪小学校の校名 に由 来した遺跡名 と して

呼称 するに至 った経緯はあるが， 本来 「三輪」 の名 称 は， 三輪小学校と それに隣接 す る美 和

（三和） 神社に示 されるよ う に， これらの学校 ・ 神社の所在地の周辺地域一帯の村落名 であっ

たと 考 え られる。
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「三輪」 は ， 古来 より水内郡芋井郷に帰属し， 三輪の村 （ ム ラ ） と称してきたが ， 現在は長

野市三輪と呼ばれる長野市 の町制区画を構 成 して今 に至っている。

長野市三輪遺跡周辺の歴史的環境 を概観するために ， 本 遺跡東方向 に道路一本 を隔 てて隣接

する美和神社を地理的 に は 中心に してその概略を記してみたい。
美和神社の創 建年代の詳細は未だ不明であるが ， 延喜式神名帳 に は ， 水内郡九座の一社とし

み わ おおものぬし のかみ く にな り ひ め のかみ

て記載されており， 古来 より祭 神は三輪大物主 神 ・相殿は 国 業比売神と伝承 されている。 現存

の美和神社の境 内 は かなり広 大 で あるが ， 往 古の規模は不明で ある。 しかし， その位置は おお

むね不動で あろうと考えられている。

美和神社が ， こ の地域の中心的 な神社として重 きをなし， さ らに 中央 とも何 らかの結びつき

があったと考えられる出来事としては ， 「三代実録」 清和天皇 の貞観 8 年 (866) 2月 7 日 の 条

に ， 「神祇官奏言。 信濃国水内郡三和。 神部両神。 有念怒之心。 可致兵疾之炎。 勅。 国 司講師

虔誠潔斎奉幣。 井転読金剛般若経千巻。 般若心経万巻。 以謝神怒。 兼厭兵疾。」 と記録さ れ て

いるこ とで ある。 すなわ ち ， 朝廷の命に より信濃国司が斎戒沐浴して， 金剛般若経千巻 ・ 般若
心経一万巻を転読して， これに より神怒をしずめ奉 った， というので ある。

ちなみに貞観 8 年に は ， 都では応天門 の変事が あり， 藤原 一門が他氏排斥 に 成 功 し， 良房が

人臣初の摂政となり， 藤原氏摂 関政治 の基礎が 成立した年で ある。

中央 の動 きが ， 何 等かのカ タ チ で三輪 周辺の地域に勅 をもたらしたのか。 興味 のある論も生

起されるが ， 本題より逸脱するので 別 の機会に譲 りたい。

こ の頃 の美和神社の詳細に ついては不明な点が 多 々 あるに しても， 集落 の自 然的 発達に伴っ

て神社が発生してく る事例 もあるこ とより， すでに美和神社成立以前 に ， こ の地域周辺に は 多

く の人が住みつき， 生産活動に従事していたこ とはまち が いなく ， すく なく とも奈良朝末期よ

り平安朝初期に かけては， こ の 「三輪」 の地はかなりの繁栄が あったと考えられる。

さ て美和神社周辺の地域からの考 古学的証左で あるが ， 今 回 の一連 の三輪追跡発掘調査以前

に は ， ー ・ ニ の調査を除 いては ， これという新事実 もなく 今 日に至 った。

浅川扇状地扇端部に立地する三輪周辺に は ， 現在まで のとこ ろ， 先 土器 • 縄文期の追跡は確

認されていない。 やはり圧倒的に多 いのは土師器 ・ 須恵器を出土する個所で ある。 そして弥生

式土器 の出土で ある。 未確認ではあるが ， 三輪小学校北裏の辺に 古墳と覚 しき遣構 もあったそ

うで あるが ， 現在は宅地化のために往時の面影をとど めていない。

こ のような追跡群を三輪在住の郷土史研究家である霜 田巌氏 は ， 三輪遺跡あるいは 三諸 辿跡

と呼んで いる。

霜 田 氏 に よると「相 ノ 木 から本郷に かけての此等遺跡を三輪遺跡と名 付 けている。」 （ 新産都

市 建設の為の埋蔵文化財緊急調査報告ー長野12号） ， また 「美和神社を北限の中心 と し て， 鐘
居堰を南限とし， 西は西組境まで ， 東 は返目境 まで拡が り中心に本郷をは さ む地域を三諸前と

呼んで いる。 … … こ の区 域内 からは割合に多く の土器や石器が出土するので ， これを私は三諸

遺跡と呼んでいる。」 （美和神社とその周辺） と記している。
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美和神社・三輪小学校は， 霜 田 氏提唱の三輪遺跡内 に包合 される ので， 逍 物 · 追構包蔵地域

は更 に三輪小学校から美和神社の境内 にまで及ぶ ことが考えられる 。

この三輪 • 三諸両 遺跡内 には点々 と遺 物出 土地点が確認されて いる が， これ等の出土地点を

逐ー に 「点」 として確認しながら， 巨 視的に 『面』 としての追求 をして いくことは， 今 後に予

想 される 三輪遺跡の集落的構成 を想定する 上 にも重 要と考える 。

次に三輪 • 三諸両 遺跡において 出 土する 遺 物より， この両逍跡存在の時間帯 ， すなわ ち時代

をみて みたい。

三諸遺跡内 に存在する ， 三輪本郷旭幼稚園 遣跡出 土の弥生式土器 を， 調査者の笹沢浩氏は百

瀕式土器との類似性を指摘 しながら， 中期末の土器として 説明して いる （『上水内郡 誌』歴史 編）

さ すれば， この周辺地域 には， 弥生時代中期末の頃より人 々 の生活の痕跡が認められる ことに

なる 。 浅川扇状地及びその周辺 より出土される 吉 田 式土器・箱清水式土器 ・ 御 屋敷式土器と呼

ばれる 後期弥生式土器に代表される ように， 中期末頃 より後期全般を貫いて 人 々 の生活の舞台

となって いたことが理解 されて く る 。

そして ， 古墳時代を迎える わ けである が， 美輪神社周辺 には先述した伝承の古墳以外に確た

る 存在は認められない。 三輪小学校北裏の古墳と伝えられる 遺構も含めて 今 後の調査に期待し

たい。 しかし古墳時代の土器である 土師器 ・ 須恵器の出 土例 は豊富 である ので， 古墳時代以降

の古代の人 々 の生活 も十 分 に実証でき る はず である 。

こうして ， 遺跡 ・ 遺 物の概況より， この「三輪」 の地は往 古 より人 々 に よ る 繁栄の面影が偲

ばれる のである 。

次にこの地における 繁栄の基盤 となった生産の形態について 考えなければ ならない。 先述 し

た時 間帯 （時代） から水稲耕作 を想定したい。 浅川扇状地の扇端部に沿 って 存在 する であろう

三輪遺跡群は， 扇端部 に続く 沼 沢 地も含 めた泥湿 地を水 田 として 活用 する ことは容易であった

と思われる 。 現在これを立証 する 手立て はまことに少ない。 三輪周辺の地理的条件 ， 追跡の立

地条件， 遺構のあり方 ， 遺 物の出 土状況， 土器のセ ッ ト 状況を総合的に理解 して ， 水稲耕作の

存在を学説に従って状況的に説明する ことは可能な段階 にある 。

しかし， ここで改めて 検討 する に値する 課題 として 三輪遺跡南方 を想定し た「条里 追構」 の

存在を指摘して おき たい。 条里 遺構について は， 故岩崎長思氏， 大場磐雄博士 らの 論 稿 も あ
り， 米 山ー政氏の指摘 もある 。 改 めて 先学の論稿を復習 して ， 現代の考古学の到達して いる 方

法論に立脚 した研究を提唱 したい。 現 在残って いる 古 地名 の中にも， 「本郷」 「返目」 などとい

う古代集落， 条里遺構に関係する 地名 もいく つか存在して いる 。 大方の御教授も得 たいと願 っ

て いる 。

以上 まことに雑駁である が， 三輪遺跡周辺の歴史的環境を述 べさせて いただ いた。

（小林 学）
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第 3 章 第1 次調査

第 1 節 調査 の 経過

1 .  調査区 の 設定

調査範囲 は校舎改築地内に限定されており， またほぽ西にある木造校舎新改築が次 年度 （ 昭

和51年） 計画にあることを考慮して， 既設校舎中央を30ラ イ ン とし， 東西にア ル フ ァ ペ ッ ト

を， 南北に30を基点として北 に増し， 南 に減ず る数値で グ リ ッ ト を表現することにした。 A30
は任意であるが， 第2 次調査のため学校基準石を基点としてある。 グ リ ッ ト は3m x 3mで設置

してある。

2 .  調 査 日 誌

8月25日 （月） 木造校舎の廃棄作 業が遅れており， プ ル ト ー ザ ー とダ ソ プ カ ー の行き交 う

中で調査を開始する。 プ ル ト ー ザ ー の間隙 をぬ って遺物包含層 ・ 遣構面の土層確認 に努 める。

遺構は黄褐色砂質土層 に掘り込 まれ， 上層 に円礫混 りジ ャ リ 層 が覆 っているようで ある。

8月26 日 （火） A � D28, B · D26 グ リ ッ ト の調査を行な う。 前者 より住居址 と思われる

落 ち込み， 後者 から は西に渦， 東 に住居址 の南壁 ら しきものを確認した。
8月27日 （水） プ ル ト ー ザ ー 撤去 後， A30附 近において焼土の広 がりが認められたが， 精

査の結果， 大正12年の火災による痕跡で あることがわかった。 本 日の調査で確認された遺構 に

は， 西側 発見のものは第 1 号住居址 ， 東側 発見のものは第 2 号住居址 と命名 する。

8月28日 （ 木） 調査範 囲内のグ リ ッ ト 調査に全力を傾注したが， 昨日まで に確認した遺構

以外 には何 も無いとの結論を得たので， 各 遣構 のプ ラ ｀ノ の露呈 に調査の重点を移 す。

8月29日 （金） 第1 号住居址 のプ ラ ン確認と第2 号住居址 の規模把握 の調査を進める。

8月30日 （土） 第1 号住居址 の調査を進める。 遺構確認面下約 15cmの位置 に焼土を認め，

注意をして調査を進める。 焼土附 近より高 杯 ・ 甕形士器 の破片が出 土 した。 第 2 号住居址 のプ

ラ ソ の露呈はプ ル ト ー ザ ー の軌道跡とジ ャ リ 層 により困難を極めたが， 一辺 g m以 上の大形住

居址にな るもよう。
8月31日 （日） 第1 号住居址 は遣物出 土状態， 焼土の位置 実 測 と写真撮影を行な う。 第2
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号住居址はプ ラ ソ の検 出 を急 ぐ。 述 り糸 の配置作 業を開始する。

9月 1 日 （月） 第1 号住居址 の周溝， 柱穴， カ マ ド 等内 部施設の精査を行なう 。 第2 号住

居址は東壁， 北壁 のプ ラ ソ を追求 しなが ら， すでに周知している西部， 南部方面から遣構内 調

査を開始する。 建築材 と思われる木炭片が 火災を受 け倒 壊した状態で検出 され， 注慈 して調査

を進める。

9月 2 日 （火） 第1 号住居址の完掘と写真撮影を行な う 。 第2 号住居址は昨日と同様 にプ
ラ ン の追求 と炭 化材 の検 出 を進める。 北壁 の一部 は廃棄校舎の便所の位置 にあたり， コ ー ナ ー

附 近は完全 に確認できたが ， それに続く 壁 の一部 は損 壊を受 け検 出 は不可能であった。

9月 3 日 （水） 第2 号住居址の炭 化材 の検 出 を行な う 。 北壁附 近は攪乱のため不明確の箇

所が あるのが 残念 である。 炭 化材 の迫存状況実測 及び写真撮影を行な う 。 その後， 炭 化材 の撤

去作業を実施する。

9月 4 日 （ 木） 第 2 号住居址 の炭 化材 の撤去作業 と併行して内 部施設の精査を続行する。

9月 5 日 （金） 第2 号住居址の柱穴， カ マ ド ， 周涸 等の内 部施設の精査を行な う 。 溝址の

調査を行な う 。

9月 6 日 （土） 第2 号住居址 の清掃 の後， 写真撮影 • 実測作 業を行な う 。

9月 7 日 （日） 昨日に引き続き実測作 業を行なう 。 本 日で現場 における全調査 を 終 了 す

る。

3 .  調査会 （ 団 ） の 編成

調 査 会 長 中村 博二 （長野市教育委員会教育長）

調 査 団 長 米 山 ー政 （日本考 古学協会 々員 • 長 野市文化財保護審議会会長）

ク 主 任 小林 学 C // ・ 須坂高校教諭）

ク 副主任 小林 秀夫 C // • 篠 ノ 井西中教諭）

調 査 員 小平 和夫 （長野考 古学会 々員・信 大学生）

ク 一条 隆好 C // ・ // )  

片山 徹 C // ・ // )  

佐藤 信之 C // ・立正大学生）

岩佐 哲夫 C // ・信 大学生）

宮川 信 子 C // ・ // ) 

調査補助員 横 山 勝之 （ 明大学生） ・ 桐 山芳信 （早大学生） ・今井 敏 天 （ 中大学生） ・ 山浦

哲夫 （ 予備校生）

事 務 局 長 三井 茂 （社会 教育課長）

担 当 局 員 松橋 順 C // 課長補佐）
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担当局員 矢 口 忠 良 （社会教育課文化財係主事）

4 .  調査参加者一覧

P T A  大石つな子 ・ 加藤恵美子 ・小林和子 ・ 小林京子 ・ 小林袈裟ー ・小林民子 ・ 小林良

子 ・ 小林元江•相馬貞 良 · 相 馬 と志子 ・ 露木久 • 中村林子 ・ 西沢久 子 ・ 長谷川 たに よ ・ 広

田 みど り • 藤沢幸代 • 松本菊子 ・ 三原 田 し め子 ・ 横 地元子， （会長 小林袈裟ー）

（ 事務局）

第 2 節 遺構 と 遺物 （第 2 · 3 図）

1 .  第 1号住居址 （第 4 · 7図， 第 2 · 9図版）

遺構 調査地西側 よ り単独で検 出 し た。 プ ラ ソ はやや胴張りの隅丸方 形 を呈 し ， 主軸はN-
15° ーWを指 す。 規模 は主軸5 . 05 X 東西軸4.80m であり， 掘り込みは傾斜に添 っ て北 で 深 く ，

38cm, 南で浅く18cmを測 る。 床 面 は平担で， 砂利混り黄褐色砂質土で堅い。 柱穴は径30cm ·

深 さ 35-40cm のものが方形に配列 される。 他 は支柱穴であろ う 。 カ マ ド は北壁 中央 に設けら

れているが， 調査時に は破壊され， 焼土を残すのみであっ た。 焼土の範 囲 は主軸方 向 に110cm

． 巾60cmで， 壁外に煙道が50cm程伸びる。 こ のカ マ ド 右手に径65cm · 深 さ40cm の円 形 ピ ッ

ト が あり， 貯蔵穴 であろ う か。 そ の他 カ マ ド 右側 及び南壁西隅付近を除き巾15cm ・ 深 さ10cm

程度の周溝が めぐ る。

遺物 出土量は多 い。 器種に杯部内面黒色処理 され， 脚部が ラ ッ パ状に開 く 高杯 形土器， 椀

形と口 縁部が 体部 よ り段をなし 外開 する杯形土器， 口 縁部がわずかに外反 し ， 体部が直線的に

なる甑形土器， 口 縁部が直立的に開く 壺 形土器， 口 縁部 及び 体 部 上半が ゆる＜ 外反 し 最大径が

体 部 上半に ある長胴化し たものと頸部がく の字形に屈開 し， 最大径が 体部 中央 に ある球形胴 の

甕 形土器が ある。 こ の他覆土よ り肩部下に 一条の沈線が め ぐ り， そ の上下に櫛状工具 よ り施文

される聰 形 の須恵器が 1 点出土 し た。

2 .  第 2号住居址 （第 5 · 6 · 8図， 第 3 � 6 · 9図版）

遣構 第1号住居址東側 に位置 し ， 調査地のほぽ 中央に位置 する。 また溝址と重 複する。 本

住居址は第1号住居址にみられるよ う な該 期の通常 の住居址 と趣 を異に し ている点 注 意 さ れ

る。

そ の 1 とし て形態規模が大きいこ とである。 主軸方 向 はN-12°ーWを指 し ， 主軸 11.Sm x

東西軸9. 7mを測 る， 南北壁がやや胴張 りであるが， 基本的形態とし て方 形 に 近いプ ラ ン を呈
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す る。 掘り込みは黄褐色砂質 土 • 同 ジ ャ リ 層 を直 に近く， 深 さ は地形の傾斜によ り， 東 壁 で

18cm ・ 西壁で10cm · 南壁で 7 cm ・ 北壁で40cm をそれぞれ測 る。 床 面はや はり地形の影響を

受 け北 に高く南 に低 いが， 平担で， 下段床面は堅緻で ある。 周溝は南西隅付近及び東壁下の一

部 に認められる。

その 2 として西側 • 南側 ・ 及び東側の一部 に所謂ベ ッ ド状 遣構を有す る点で ある。 有 （上）

段床面 巾 は各 々 壁 より西側 で0 . 8m ・ 南側 で1 . 3m, 東側 で1 . 35m を測 る。 こ の床面は平坦であ

るが， 内方 にやや傾斜 す る。 下段床 面までの壁高は， 東で 9 cm · 西で21cm · 南で 16cm を測

り， また西及び南の西側壁下に深 さ 6 cmの周溝 がある。

その 3 として南北壁からのものは少ないが， 各 壁の内外壁直下及びその付近より壁に直角 に

張 り出す溝状 遣構の存在で ある。 東壁からのものは7 本 あり， 45�75cmの配置間隔 を有し，

溝 巾 は20�68cmで， 張 り出 し全長は85�175cm を測 り一様でない。 またこれらの溝の先端に

は径36�42cm ・ 深 さ 8 �18Cmの ヒ°
ッ ト が付設される。 西側 は外壁下より 4 本認められ， その

うち 2 本 は内壁内に張り出 し， 深 さ に段差 がある。 溝 間距離は68cm�10ocmで， その巾 は20

�50cm内にあり， 全長は90�230cmを測る。 深 さ は上段床面で 7 �12cmで， 下段床面のもの

は10�13cmを測 る。 や はり先端 は径50cm前 後の深 さ 8 �13cmの ピ ッ ト を有す る。 南側 は 4

本 認められるが， 西方隅 近くのものが外壁下より張 り出すほ かは内壁内よりのもので ある。 内

壁内の溝 間隔 は150cmと160cmで あり， 溝 巾 は30�50cmで， 全長は90-llOcmを測 る。 深 さ

は s �12cmで ある。 先端に ヒ° ッ ト は有 し ない。

その 4 として柱穴の件で ある。 主柱穴は一辺 6 m前後の方 形配列 4 個 で あり， その規模 は径

70�106cmで， 深 さ 36�5Icmを測る。 また中央西よりの主軸線上に 2 個の対 をなす棟持 柱 と

推定される径 60cm, 深 さ 47cmと58cmの ヒ°
ッ ト がある。 こ の他 に， 西側内壁付近に径 30�40

cmと72cmで， 深 さ 10�2ocmの ヒ° ッ ト が直線に並び， その間隔 は南よりそれぞれ2 . 7m · 1 . 7

m · I . Sm · 0 .9m を測定す る。 また南側内壁付近にも 2 個 あり， 径50cmと62cm, 深 さ 18c m 

と46cmをそれぞれ測 る。

その 5 に以上の形態と離れるが， 本住居址は火災にあっ たと思われ， 主 として東西壁 から中

央 に向 け多量の炭 化材を残す 。 炭 化材の材質は柳 に想定されるが， 定かでない。 材 は残存状態

から径10�2ocmの太 さ のもので， 自 然 木をそのまま利用 している。 外壁内から内壁にか け て

多く残存してお り， 材の倒壊方 向 は主軸にたいしやや北 よりで ある。 小 屋組 は住居址壁に対し

て縦材の上から固定したや り方で， 横材は東側 で 3 段， 西側 で 5 段認められる。 東側 でのその

間隔には一定性はないが， 西側 で は50cm 前 後の範 囲 で検 出 された。 また住居址 中央付近及び

カ マ ド 周辺からは全く検 出 されず， また主柱穴 ・ 溝 に伴うと思われる用 材 は確認 さ れ な か っ

た。

一般例 としてのカ マ ド は北壁 中央付近に設置 されるが旧校舎の便所の位置にあたり， その建

設時 に壁 ともに破壊を受 けていて， その形態を示す ものは後述のものと焼土にす ぎ ない。 形態

は粘土製両袖形 と推定され， 壁直下に1 . 4 X 0 . 56mの， 高さ 0 . 28m の張 り出 し段を構成し， そ
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の遺構上及び床面 に中央に向 け長 さ I . 6m · 巾 1 . 3m の範囲 に焼土が認め られる。 そ の他床面 に

焼土塊 が残存する。

遺物は主 としてカ マ ド 周辺よ り 甕形土器 ・ コ 、ン キ 形土器 ・ 杯形土器片が多く認められ， また

東壁下北よ り に小形壺形土器 ・ 高杯形土器 が出土している。

遺物 杯形土器は比較的少 なく ， むしろ カ マ ド 周辺よ り 甕形土器 の出 土量 が多 い。 杯形土器

においては， 丸底 • 球形体部及びそれと接 続する口縁部は大 きく 外反気味に外開し， 口 唇部へ

漸減し， 所謂 カ プ ト 状になる。 次に短頸壺 として薬壺形のもの大 ・ 小 2 点出 土している。 小は

手 中に入 り ， 全 体 に偏 平で丸味を帯び， 口 縁部 が内 傾 し， その部位下方 に 2 対 の小 円 孔 を有 し

たものである。 大は所謂 ロ ク ロ 整形を有するもので， ヘ ラ 削 り のため 肩 が張 り ， 稜を残 し， 最

大径は体部 中位にある。 口 縁部 は短く ， 直立する。 甕形土器 は頸部が立ち上が り ， 口 縁部 はわ

ず かの角 度で外開 する。

溝址 1 C第 4 図 ， 第 6 図版）

遺構 第1 · 2 号住居址 の中間にあ り ， 第2 号住居址 の北西部隅付近を切 る。 流路は標高に

従 い， ほぼ南北にはし り ， 調査地中位附 近で 2 本 の流路にわ かれる。 巾 は上流 で1 . 82m ・ 深 さ

12cmで， 下流で巾2 . lm, 深 さ 16cmを計測 する。

遺物 出土量は少 なく ， 覆土に土 師器杯 ・ 甕形土器片 • 須恵器甕形土 器 が出土 しているにす

ぎ ない。 （矢 口 忠良）



土 器 一 覧 表
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第 1 号住居址 （ 第 7 図）

遺 法 批 (cm) 色 説］ 出 土物 器 種 形 態 _I: の 特 徴 手 法 」： の 特 徴 胎 土 焼 成
外 面 内 面

状 態
万"'- 器 高 口 径 底 径

1 高坪 13. 9 口縁部は外反 、 坪底 部は 丸底 ョ コ ナ デ 、 ヨ コ ・ タ テ ヘ ラ ミ ガキ 小砂 良 好 赤褐色 黒 色 覆 土脚部は ラ ッ パ状 に 外 開 脚内面ヘ ラ け ず り
2 ，' 1 5. 7 口縁部は 直線的 に 外 開 ョ コ ナ デ 、 タ テ ヘ ラ ミ ガキ ,, ，， • • ，， 

体 部 下 に 鈍 い 稜 脚部欠損

3 � 18. 4 口縁部は 直線的 1本部下 に鈍い 稜
ケ lj 

,, � ヽ . ,, 
脚部欠損

4 ,, 10, 4 坪部欠損 脚部は ラ ッ パ状 に 外 開 し 、 タ テ ヘ ラ ミ ガキ ,, 不 良 • 赤褐色 • 
短 か い

5 坪 (4. 8) ]3. 4 椀形 、 口縁部は 外 反 し 、 有段に な る 。 ヘ ラ ミ ガキ ,, 良 好 黄褐色 黒 色 床 面底 部丸底

6 (4. 9) 13 .  8 口縁部は 直線的 、 体部下半 に 稜 ,, ,, ，， 赤褐色 ,, ,, ,, 
底部は 丸底

7 5, 5 ]2 . 3 頸部 か ら 大 き く 外 開 内 面 有段 ,, ,, � ，， " ，， ,, 
丸底

8 甕 (4. 8) 13. 6 杯形 、 口緑部下 に鈍い稜 ,, ,, . ,, ク ,, 
平底 ？

， ，' 13. 4 口縁部短 か く 外 反 、 イ本部筒状 ヘ ラ ナ デ、 ヨ コ ナ デ ，， 不良 黄褐色 黄 褐色 � 
最 大径 口縁

10 ,, 1 1 . 0 口緑部は 直立 し 、 漸祓 ヘ ラ ミ ガキ � 良 好 赤褐色 赤褐色 覆 土頸部以下 欠損

1 1  ，' ]8. 9 口縁部は短か く 直立 的 、 1本部は 直立的 ヘ ラ ナ デ 、 ナ デ ,, - ,J'fj ,, ,, 黄褐色 カ マ ド頸 部 は 有段

1 2  “ 1 8, 4 口緑部は短 か く 、 緩 く 屈 開 ヘ ラ ナ デ、 ヨ コ ナ デ ,, . ,, ，， 赤褐色 ,, 
最 大 径 は f本部上 • 長胴

1 3  ,, 23. 4 口縁部は外反 、 最大径体部中位 ,, ，， ，' ，'  不良 " ，， ,, 
長胴形

14 28. 0 1 5, 4 s. 6 く の 字形頸部 ・ 球形胴 ，， ,, ,, � 良 好 � � 床 面,, 
最 大 径 f本部中央下

1 5  諒 肩 部 に 最大 径 、 球形 櫛状工具 、 棒状工具 に よ る 施文 小砂 ，' 青灰色 青灰色 覆 土

第 2 号住居址 （ 第 8 図 ）

I . 高杯 1 5. 2 18. 3 ] J . 5  口緑部は 立 ち 上 が り 、 有段で平底的 内 面 ヨ コ ヘ ラ ケ
�

ズ リ の ち な で 小

ヶ

砂 良 好 赤褐色 赤褐色 床 面脚 部 ラ ッ パ状 ・ 三 角 窓 3 孔

2 ,, 1 4 .  0 脚部の み 、 ラ ッ パ状 ,, ,, ,, カ マ ド

3 I 杯 I 6. 2 14 . 2 口緑部 は 屈 曲 し な が ら 外 開 I ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ I ,, I .,. I ヶ I 黒 色 l ,, 
底 部有段丸底



遺 法 駄 (cm)
色 調 ＂＇, 土

物 僻 種 形 態 I: の 特 徴 手 法 I ·. の 特 徴 胎 土 焼 成
番 外 面 内 面

状 態
号 僻 高 口 径 底 径

4 坪 7, 2 1 5. 2 3 よ り 大形 、 （本部椀形の 他同 じ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ 小砂 良 好 赤褐色 黒 色 床 面

5 空- 5. 2 s. z 甕形態 • 口縁部は内傾 • 最 大 径 は 1本部中 央 ・ ヨ コ ナ デ ,, • 黄褐色 黄褐色 . 
丸底 • 口縁部 に 1 対 2 孔

6 （甑） 1 6. 0 口縁部 に 最 大 径 • 直線的 ヘ ラ ナ デ 小砂石 不良 ，' . ,, 

7 祇 1 5, 2 ] 8. 3 1 1 .  5 
口縁部は 外反 • 最 大 径
f本部 か ら 底 部 に 集約 . I 孔

• ・ ヨ コ ナ デ . ,, ,, � カ マ ド

8 壺 ] ] .  8 短頸 · 直立 ・ 肩 が張 り 、 最 大 径 は イ本部中央 . ，， • 良 好 黒 褐色 赤褐色 覆 土

， 痰 ] 5. 2 口録部は外反 、 頸部以下欠損 ヘ ラ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ の ち ナ デ ,, ,, 黄褐色 黄 褐色 カ マ ド

JO  20. 3 
口緑部は外反 、 頸部は 立 ち 上 が る ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ,, ,, ‘ ,, • ,, 最 大 径 は ｛本部中位
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第 1 図 三輪遺跡 （ 三輪小学校） 周辺の主要遺跡分布図 ( 1 : 20000) 

1 . 三絵小学校遺跡 2 .  下宇木B 遺跡 3 . 返 目 遺跡 4 . 旭幼稚園遺跡 5 .  国鉄 車輌基地遺跡

6 .  吉 田 高 校 グ ラ ン ド遺跡 7 .  湯谷遺跡 8 . 浅川 ス タ ン ド遺跡 9 . 神楽橋遺跡 （ 北部中学校 遺

蹄 ） 10 .  浅川 西条遺跡 1 1 . 県主塚古墳 12 . 地附山 前 方 後 円 墳 • 上池 ノ 平古墳群 13 . 駒形岳 車

山 平 古墳群 14 . 滝上山古墳群 15. 湯 谷古墳群
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第 4 章 第 2 次調壺

第 1 節 調査 の 経過

1 .  調 査 日 誌

7月25日 米山調査団長， 横 山 教育次長参加による結団式を行い， 小林学調査主任の調査方

針の話の後， プ ル ト ー ザ ー による削 平 地の残土処理 より調査を開始する。 この作 業と併行し，

東西にア ル フ ァ ベ ッ ト で， 南北 にア ラ ビ ア 数字を配するグ リ ッ ト を設定 する。
7月25�29 日 昨日 に引き続き， 郷土史 関係高 校 ク ラ プ員， 三輪小学校P T A会員の協力 に

より， 残土処理 及び グ リ ッ ト 調査にかかる。 調査地北半 分以上は校舎建設時に削 平 さ れ たため

か， 又は浅川の氾濫 による押 し出 しによっ たのか， 確認面では小礫を含む砂利層 であり， 遺構

の存在は認められ なかっ た。 そのため， 層位を確認するために東西に土層 観察用 ト レ ソ チ を設

定する。 調査地南半 分 には数軒の住居址 が複雑に重 複している模様で， それ に溝址と後世の攪

乱があり， プ ラ ソの確認が容易でない。 出土遣 物は第3号住居址付近より集中 出 土 が あっ た

他， 平安時代 ・ 古墳時代のものが多く 出 土するが， その量はあまり多 くない。
7月30� 8月12 日 追構 プ ラ ソ と各 住居址の新旧関係把握のため全力 を上げ るも， 時節柄の

日 照により土色の一体 化が， 判 断 に困難を極める。 時 々 の慈雨的雷 雨 とジ ョ ロ による人工降雨

により， 遅 々 たる迫構 プ ラ ソの判別をする。 この調査により新旧関係及び発見順に住居址番号

を付する。 住居址番号は第1 次調査に引き続き第3 号 から用 いることにし， 第9 号住居址まで

を付し， 溝址 も同様 に 3� 5 まで付した。 調査は先に発見され た第3号住居址の精査と新旧を

考えながら新しいものから逐次調査にかかる。 遣構のほ とんど は校庭にかかり全容を知 り得 る

ものは第8 号住居址のみである。 追 物は住居址 出土のものがほ とんど で ， 包含層のものが少な
ぃ 。 この問， 検出順に実測 ・ 写真撮影を行い随時調査を進める。

8月13 · 14 日 検出 遣棉の検討 と併行しながら， 実測作 業を行う。

8月 15日 盆休み。

8月16 日 実測作 業を行う。

8月17日 実測作 業と併行し， 一部 発掘器材の撤収を行う。

8月18 日 調査を完了 し， 残務整理をする。

本調査は四 ツ 屋 （清 野小学校） 遣跡との同時調査であり， 複雑な地層 と調査員の割愛をもっ
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て実施 したため， 当初計画期間内に終了しなかっ た点， 今 後の調査の教訓 にしたい。

2. 調査会 （ 団 ） の 編成

調査会長 中村博二 （長野市教育委員会教育長）

調査団長 米 山ー政 （日本考 古学協会 々員•長野市文化財保護審謙会会長）

ク 主任 小林 学 C // • 須坂高校教諭）

調 査 員 原 田勝美 （長野県考 古学会 々員•長野市役所）
// 

// 

// 

// 

// 

// 

唐 木孝雄 ( // 

佐藤信之 ( // 

岩佐哲夫 （ /,, 

鳥羽英継 ( /,, 

小 平和夫 ( // 

原 明芳 ( /,, 

事 務局長 丸山喜正 （社会教育課長）

担当局員 松橋 順 （ ，，，， 補佐）
，，，， 内田早苗 （ ，，，， 文化財係長）

• 津和小教諭）

• 立正大学生）

• 信大学生）
// ） 
// ） 
// ） 

，，，， 矢 口 忠 良 （ ，，，， ，，，， 主事）

3 .  調査参加 者一 覧

P T A  佐藤一郎 ・ 肥 田 ミ ユ キ•新井正雄 ・ 伝 田 晶 ・ 上野•藤森秀也•清水 ・ 小野礼子 ・ 中

平幸子 ・ 根本文及•高相•西沢 ・ 大 屋康子 ・ 原 山百合 ・ 中村かずみ ・ 塚 田孝子 ・ 塚 田 令江 ・ 小

山寿美子 ・ 籾内喜代子 ・ 児玉•竹 田房恵 · 小林良子 ・ 中野智子 ・ 松木郁子 ・ 多 田 章子 ・ 杉浦勇

子 ・ 富 田 ま す子 ・ 上松末子 ・ 千野よし子 ・ 割 田 マ サ コ ・ 蜂谷 すみ子 ・ 小林秀子 ・ 西沢伊智子 ・

木谷•新井 ・ 伝 田 ・ 西沢 ・ 甘利登紀子 ・ 金太•田 中 ・ 中村 ・ 西沢•志賀•田 中あさ 子•青 木 ・

石坂 ・ 塚 田 • 原 山 ・ 土屋 ・ 川 上 ・ 中田 ・ 高梨•北条•金子 ・ 福 田 ・ 酒 井 • 宮之内 ・ 根岸道子 ・

相 田加代子 • 鈴 木宏子 ・ 中沢 • 森 田 ・ 中野 ・ 北原 ス ミ エ ・ 日向 野昌 子•青 木 ・ 丸山 ・ 木内•吉

岡加子 ・ 松木一彰•松木 と き子 ・ 小山れい子 ・ 高山伸秀•増 田 ・ 小林•三輪光子 ・ 杉浦哲夫 ・

石井義一 • 岡 沢暢彦 ・ 荒井漑 ． 霜 田芳吉•吉 沢 明美•田 中修子•青 木美智代 ・ 杉浦照代 ・ 中村

正志 ・ 霜 田幸子 ・ 小林袈裟ー•鈴 木幸子•宮崎信子•荒井やす子 ・ 石井徳子 ・ 荒井智江 • 野沢

順子 ・ 小林敏子 ・ 山 田幸子 ・ 小 山 田利子 ・ 西沢•相沢•白 沢•中平 （会長小林袈裟ー）

須坂高校郷土部 小 田切徹男 ・ 綿 田 弘美 ・ 小 出 悦子•原 田 ま す恵 ・ 湯本好美 ・ 望月映•東 山

託也•青 木貢波 ・ 小林修 （顧問小林学）
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長野西高校地歴班 松橋敏子 ・ 笠井美江 • 高橋美保子 ・ 荻原妙子 ・ 柄 沢 なほ美 • 黒岩操 • 正

木美恵 • 柳沢智子 ・中沢恭子 ・中沢千寿 子 （顧問 東福寺利雄）

吉田高校地歴班 馬島浩夫 ・ 山際正己 • 池田 久 恵 • 片山浩誠 • 原 田克己•春原弘子 ・ 滝沢章

敏 • 山岸理 ・ 倉科明 • 竹内久•伊藤貴 重 ・ 村 上一 成•宮下恵ー • 宮 沢正 • 小池悟•荒井宏治 ・

碓井将啓•清水和彦 ・ 棚 田俊雄 ・成 田 重 治 ・ 大津光広 • 秋山裕希 • 堀川京太 ・ 大島誠一 ・ 樋 口

浩之 ・ 大久保龍哉•原 田健次 ・ 籾内義人 • 鳥居伸 行 ・ 北沢隆志 • 山 本 浩 明•松本晃•柳沢克範

• 竹村忠彦 ・ 寺島孝 司•笹沢豊明•鈴 木義ー ・ 諸 野脇幸昌 • 藤森秀泰 • 関高史 · 友 野範久•高

橋義彦 ・ 中村克規 • 西沢悟•竹村剛志•北村豊 ・ 倉 島 明 ・ 蔵之内 充•黒岩典彦 ・ 大久保元親 ・

善財伸 ・ 村上俊幸 • 千 野茂•田畑良子•井踏恵里 • 清水順子 ・ 小林一徳 · 近藤正 ・ 加藤修ニ ・

鶴見隆夫 ・ 児玉純 • 宮下正明•吉沢睦博 • 小山拡•原 田泰 • 海沼章久 ・ 滝沢信 ・ 小林喜久 • 花

岡朗•岡 沢晴也 • 稲 田 高規 · 北村宏 • 早川利浩 • 鈴 木信ー ・ 山寺信一 • 坂本浩 • 山 口 宗之 • 中

沢庸光 ・ 小池晃 • 桐 山 昭夫•佐藤宏 • 菅原崇志•山 田 尚 伸 • 竹村昇•春原 良 男 ・ 篠原宏史•吉

沢功智•吉川和彦 （顧問鈴 木宏） （事務局）

第 2 節 遺構 と 遺物 （ 第 9 図）

第2次調査に於 い て検出 された遺構 は住居址 7 軒， 溝址 3 ヶ 所であ る。 住居址には重 複す る

ものが多く ， 調査区南半 よ り 検 出 されている。 単独で検出 をみたものは第 8 号住居址のみであ

る。 滞址は， 2 のみ規模が大 きく ， 溝 と しての性格を有す るが， 3 · 4 については規模 も小 さ

く ， 性格は全く不明であ る。 遺構は礫を含む暗褐色砂質粘土層 を掘込 んだ ものであ る。 遺 物は

該 期の遣跡と しは出 土餓 も少なく ， 杯形土器 ・ 甕形土器 が主 体の出 土であ る。 いずれも破片の

出土で完形品を見ること ができなかった。 時期は鬼 高 1I 期及び 国 分漣 に 位置づ けられよう。

1 .  第 3 号住居址 （第10 · 12 図 ， 第 1 1 · 16図版）

遺構 調査区 域内のほ ぽ 中央で， 第5 号住居址 • 第7 号住居址の上層 位で確認 されたもので
あ るが， 前述の浅川の氾濫の影孵のため明確に プ ラ ソ を握むこと がで きなかった。 床面と 思わ

れる一部 分 が堅く踏み固 められていた。 規模 は調査地内検出の住居址では小 さ なものと 思われ

る。 遺物は床面 よ り 検出 された。

遺物 出土量は少 ない。 床面に 図示 した鍔釜形土器の他甕 · 杯形土器 が集中して 認 め られ

たが， 図示できるものはない。 甕 • 杯形土器 は ロ ク ロ 成 （整） 形痕を残し， 杯形土器底部に糸

切 り 痕があ る。
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2 .  第 4号住居址 （第10 · 12 · 13図， 第1 1 · 16図版）

遺構 調査区東端で検 出 された。 北壁 及び東西壁 の一部が検出 され， 南壁は調査区域外 のた
め未確認である。 プ ラ ソ は東壁が直線 となり， 北西壁 はやや丸味をおびた隅丸方形を呈して い

る。 西側 で第 5 号住居址 によって 切 られて いる。 主軸方 向 はN-10
°

ーWを指 し， 規模 は 東 西

軸 で7 .85mを測 る。 壁高は北10cm, 西15cm, 東 15cm を測る。 壁面は砂質粘土層 を掘りこん

だ ため軟弱で， 直 に近い。 床面は平担であるが， 浅川 の影響 により小礫が多く含 まれ 堅 い。

北壁にそって径30cm深 さ 16cm, 径35cm深 さ 51cmを測る不規則 に配列 された 2 個 の柱穴 があ

る。 カ マ ド は北壁 中央からやや西側 に寄 って 構築され， 粘土製両袖形で， 内 部 に扁 平角礫をた

て ， 袖端部に遮蔽石を施し， 若干の焼土と高杯片を残して いる。 規模 は主軸 85cm x 巾 100cm

である。 左袖脇 に床面より7 cm 高く段を有して いた。 北西隅 及び西壁 • 東壁下に周溝が認め

られた。 カ マ ド 右側 にそって 小さ な落込みとなり， 高杯 ・ 甕形土器 が検 出 されて いる。 北東隅

部 は攪乱により破 壊されて はいるが， 北東南隅部に自然石の集石 があり， 大小さ まざまで， 不

規則 であるが， 本住居址に付属 する一施設である。

遺物 遺構 の規模 の割合 にはその出土量は少 ない。 器種として須恵器杯形土器の他は土師 器

で， 椀形 で 口 縁部が直立的又 は外反 する杯形土器， 杯部下位の稜 が不明確で脚部が 筒 形 を 呈

し， 袖部がラ ッ バ状に外開 する杯内面黒色処理された高杯形土器が多く 目立つ。 甕形土器には

多種の形態で通常みられるものがあり， 口 縁部が外開 し， 球形胴 に近いが， 器高はあまりない

ものと， 口 縁部が直立的に立ち上 がり， 最 大径 がその部位か肩部 上にある箇形を呈 する体部を

有するものと， 体部下半に最 大径 があるものがある。 この他に甑形土器があり， 底部をそのま

まく り抜いた一孔を有するものの他， 大形 のものが多く 出 土して いる。 また， 体部より口縁部

が直立する薬壺形土器が出土し， この住居址と攪乱との関係から後出 のものであろうと考 えて

いる。 須恵器杯形土器 は 2 個 体 出 土して おり， 口 縁端 が内傾 しながら立上り， 口 唇部で外方 に
開 く 蓋受部をもち， 体部下半 よりヘ ラ ケ ズ リ を施し， 中心部 に至 りより強いケ ズ リ となる。 蓋

受端部のみに 自 然釉 が残 り， 杯身と蓋 と合せ焼 成 されたものである。

3 .  第 5号住居址 （第10 · 13図， 第1 1図 版 ）

遺構 第 4 号住居址の西部を切 って 検出 された。 プ ラ ソ は方形で第 4 号住居址と同 じく調査
区 域外 のため未確認である。 規模 は主軸3. 40mを測 り， 主軸方 向 N-80

°
-W を指 す。 壁 は直

に立上り， 壁高は北16cm ・ 東11 .5cm (第 4 号住居址の床面より）， 西 8 cmである。 あまり保

存 が良く ないため検出 に困難を用 した住居址である。 一部に貼 り床が残 るが直下は第 4 号住居

址 と同 じく礫が多く 混 入 した基盤である。 中央南側 に柱穴， 径20cm 深 さ 6 cm のものが 1 個

あり， 他 に柱穴は認 められなかった。 西壁 中央部に焼土の堆積 があり， 構造物は確認されなか
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ったが， ほぽ こ の位置がカ マ ド であ るこ とは 間違 いないだ ろう。 規模は主軸で 55cm (焼土範

囲） 測る。 土師器の甕形土器片が検出されて いる。

遺物 出土量は少なく ， 杯形土器 （第13図 7�13) と甕形土器 (14) 1 点のみであ る。 杯 形

土器はすべて ， 水引きロ ク ロ ナ デ仕上げで， 糸 切 りの底をもつ。 器形は斉一性があ り， 口 縁部

径 が 12cm� 13. 5cm の範囲であ り， 器高が 3. 5� 4 cm の範囲 にあ る。 口 縁部は外 方 に 開 く

が， 9 のみ口縁部が細く尖 がり気味 となり， 他は丸味を帯 び る。 甕14は赤褐色をした小石まじ

りであ るが焼 成 良 好 な土器であ る。

4 .  第 6 号住居址 （ 第1 1 · 14図 ， 第13 · 17図版）

遺構 調査区内 中央西南部で検出された住居址で， 第 7号 住居址を切 っ て構築されて いる。

プ ラ ソ は隅丸方形を呈 し， 南壁は調査区外． 東壁の一部は攪乱により破 壊され， 西壁は溝址に
より切られて いる。 規模は長軸が計測できず， 短軸で5. 05mを測 る。 主軸方向はN-8°

ーWを

指す。 壁は北壁で高さ42cm, 東壁で（第 7号住居址床面より）15cmでやや外側 に開く が直に近

い壁面となる。 床面は 平坦で， 礫は混 じ らず比較的良好な面であ る。 主柱穴 は北西部隅 及び東

北部隅 にあ り， 前者は径30cm深 さ 10cm, 後者は径30cm深さ 11cmを測 る。 本調査区 内 で検出

した住居址 中で柱穴 が明確に検出されたものは本住居址のみであ る。 カ マ ド は北壁 中 央 に あ

り， 石芯両袖 形を呈 し， 主軸30cm x 巾80cmの規模 となる。 中央 上方 に角礫の支脚石があ り，

焼土に混 入 し， 甕 形土器が検出されて いる。 北壁東側の壁下に不整楕円 形の， 主軸 70cm x 短

軸3Qcm x 深さ 8 cm ビ ッ ト があ り， 貯蔵穴 と思われる。 中央附 近に床面 に密着 した扁 平 円 形 平

石 （長径70cm x 短径40cm) があ り， 作 業台であ ろう。

遺物 本住居址の出土紐は少なく ， 図示できるものは， 杯形土器 （第 14図 1 ) と 甕 形 土 器

(2�5)の土師器 と須恵器杯形土器片のみであ る。 土師器杯は丸底で内 面黒 色 を呈 し， ヘ ラ ヨ コ

ミ ガ キ を施す。 甕形土器は， 体部が球形 になり中位に最 大径を有する ( 4 ) のものと体部が所

謂烏帽子形を呈 し， 長胴 となるもの (2 · 3) 及び須恵器甕の器形 に影響を受 けた器形で， 口 縁

部が外方 に開 きながら立上り， 口 縁端部でさ らに大 きく 開き， 体部上方 に最大径有する 3種 が

あ る。 甕 2 · 3 は外面をタ テ ヘ ラ ケ ズ リ を施し， 内 面 に ヨ コ ナ デ又 は ハ ケ 整 形痕 を 残 し て い

る。 5 は外面を丁寧 なハ ケ ナ デ となるが内 面は ヨ コ ヘ ラ ミ ガ キ であ り， やや雑となる。 須恵器

杯形土器片は蓋杯の身部で， 口 縁部 が内 傾 しながら立ち上がり， 明瞭な蓋受部を有 する。 底部

は 回転 によるヘ ラ ケ ズ リ であ る。 青灰色を呈 し， 焼 成 は 良 い。

5 .  第 7 号 住居址 （ 第1 1 図 ， 第13図版）

遺構 第 6 号住居址 に切 られ一部 重 複した住居址であ る。 調査区のほ ぼ 中央で検出され， プ

ラ ン はやや不整 形な隅 丸方 形となる。 北壁 及び東壁の一部のみが確認された。 規模は長軸が計
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測できず， 短軸で5. 3mを測 り， 主軸方 向 がN-13°-Wを指 す。壁高は北で20cm, 東で22cm,

西で 32c m を測り， 壁 面 は直 に近い 。 床 面 は平坦であるがやや南方 向 に傾斜 しており軟弱であ

る。 北壁 中央部に多誡の焼土が検出 されており， その壁外 に煙道が施 されてい る。 規模 は焼土

の範囲 より推測し長軸 100cm x 巾 55cm で比較的大 形 となる。 火床部 はい く ぶ んU 字 状 と な

る。 カ マ ド 右側 に甕形土器片が出 土してい る。 柱穴 は確認されてい ない 。

遺物 出 土遣 物は検 出 されず ， 表土より検 出 面 までに若干の杯形土器片と床面 より甕形土器

片を検 出 されたのみである。

杯形土器片には内 面 が黒色処理 されたものがあり， 椀形と口 縁部が外反 する器形になる 2 種

がある。 甕形土器 は長胴形 になる。

6 .  第 8 号住居址 （第 1 1 · 14図 ， 第 13 · 1 4図 版）

遺構 第6 · 7 号住居址の北側 で検出 された住居址で， プ ラ ソ は不整形な隅丸方形で， 住居

址 中央を溝址 2 により切られてい るものの遺構の全容を握 めたのは本住居址のみである。 規模

は南北2.6m x 東西2. 7 mの小形な住居址である。 主軸方 向 はN-6°
ーWを指す。 壁高は低く ，

北 4 c m · 南10cm ・ 東 7 c m ・ 西9c mを測るが， 構築時のままであるとは思われない 。 壁面は

やや外側 に傾斜をもってい る。 床面 平坦で軟弱である。 カ マ ド は溝址 2 により破 壊されたもの

と思われる。

遺物 本調査区 内 で， ほ ぼ規模全体が確認できた唯一の住居址であるが， 出土遺物の景は，

他 に同 じ く 誠 に少 ない 。 甕形土器 （第14図 10) が 1 点， 杯形土器 ( 6 - 9) 4 点である。 うち

杯形土器 ( 9) 1 点は須恵器で外方 に張 りの強い 高台 をもつ， 青灰色を した杯である。 甕形土

器 は， ロ ク ロ 整形痕を残し， 体部 上半 に最 大径 がある。 国 分 期における一般的な体形をなすも

のであろ う。

7 .  第 9 号住居址 （ 第 1 1 図 ， 第 1 3図版）

遺構 調査区西端部で検 出 され， 検 出 面 直 上まで後世による攪乱がい ちじ るしい状態であり

検 出 が困難であっ た。

プ ラ ン は全く 不整形な隅丸方 形 となり， 西壁は攪 乱により破壊され， 東壁 は一部攪乱と溝址

3 によって切られてい る。 規模 は南北3. 4m x 東西2.65mを測り， 主軸方 向 はほぼ南北を指す。

床 面 は平坦であるがやや南に傾斜をする。 北壁側 よりに 3 個のピ ッ ト があり， 左 （第11図 9 号
住居址内） より径50cm x 深 さ16cm, 径50c m x 深さ 9cm, 径30cm x 深さ 6 c mをそれぞれ測

る。 追 物はまったく 検 出 されてい ない 。

遺物 出 土遣 物が少 なく ， ただ床 面付近に小さ な甕形土器片数点の出 土を見たのみで図示で

きるにい たらない 資料であった。

26 



8 .  溝址 2 C第11 · 14図 ， 第14 · 18図版）

遺構 調壺区 域西で検出 され， 南端 よ り 北端の調査区を縦断 し， 第6 号住居址及び第8 号住

居址を切 り ， 南 よ り 北 に下 って いる。 最大 巾 が1 . 10m, 最少 巾 で 70cm となる， 深 さ は最 も深

いところで38cm, 浅 いところで16cmを測 り ， U 字状を呈 する。 本調査地では最 も新しい遺構

であろう。

遺物 本溝址 よ り ， 2 点の土師器杯形土器のみが出土して いる。 出 土遣 物が誠 に 僅 か で あ

る。

9 .  溝址 3 C第1 1 · 14 図 ， 第1 4 · 18図 版 ）

遺構 溝址 2 よ り さ らに西側 よ り 検 出 され ， 溝 南端を攪乱によ り 破 壊さ れ て いる。 U 字状を

呈し， 巾40cm で深 さ は最深27cm, 最 浅 で16cmを測る。 南 よ り 北に下 り ， 第9 号住居 址 を切

っ て いる。 本溝の北端 が第8 号住居址西壁外側 中央部で終 り ， 南端部 は第9号住居址東壁の攪

乱の内 で終 るものと思われ る。 その長さ は12m以内であろう。 溝の性格 は全 く不 明 である。

遺物 溝 上方 から西壁 に密着 して ， 落 ち込むよ うな出 土状態のものと， 溝底から完 形 及び そ

れ に近い形態の土師器 （第14図12) と須恵器 (11 · 13 · 14) の杯形土器が出 土した の み で あ

る。 ともにロ ク ロ 水引き成 形 で， 底部に糸 切 り 痕 を残す。

10. 溝址 4 (第1 1 図 ）

遺構 調査区南西隅寄 り で検 出 した。 西から東 に下 り ， 巾20cm, 深 さ 11cmを測 る。 一部分

が平面で円 形状に開 が り をもち， 溝址 2 によ り 切 られ て いる。 遺 物は伴わず時期不明 である。

遺物 出土遣物はなかった。

1 1 . グ リ ッ ト 出 土遺物 （ 第15 · 16図 ， 第18図版）

グ リ ッ ト から出土追物は， ロ ク ロ 水引き成 （整） 形 さ れ ， 底部に糸 切 り 痕を有 する杯形土器

及び甕形土器を中心 として 出 土して いる。 その出 土地も， B - 8 · 9 · 10 グ リ ッ ト を中心に出

土して お り ， 住居址の可能性もあるが， 黒色土層 からの出 土であ り ， そ して 集中して 出土する

ことがなかったためと遣構 が存 して いて も， 上部が流失さ れ て しまったためか， 落 ち込 みを確

認することができなかったためグ リ ッ ト 出 土の遺物として あつ かった。 杯形土器 （第16図） は

そのほとんど が土師器であるが， 須恵器 (10�22) が混 じ る。 1 は古墳時代に比定され るもの

である他 は同一 期のものであると思われ ， 口 径 に比 して 底径 及び器高の数値が小さ く， 浅 い杯
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形土器 である。 8 · 15 には高 台 が付 され， 内 面黒色処理 され， 図示 し たとおり不規則な暗文を

有する。 1 を除 き他の底部に糸切り痕 を残す。 甕 形土器 には土師器 （第16図 1 - 5 · 7 ) と須

恵器 C 6 · 8 ) がある。 土師器 には大 ・小 2 種 あり， ともに最 大径が口 縁部又は肩部上部にあ

り． 体部上半 にはロ ク ロ 整形痕を残す。 体部下半はナ デ整形 によるが， 7 には格子叩 き 目痕 が

ある。 須恵器 には大形甕形土器の口 縁 部 と体部が出土し ており， 8 には体部上方まで細かい 格

子叩 き目痕がある。 こ の他灰釉壺形土器肩部付近の破片が 1 点出 土 し てい る。 （原 田勝美）
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第 3 号住居址 （ 第12図）

遺 法 駄 (cm) 色 調 出 土物 器 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成
番

器 森 口 径 底 径 状 態
号 外 面 内 面

1 鍔釜 22. 3 口縁が直立 ロ ク ロ ナ デ 砂、 小石 良好 赤褐色 赤褐色 床 面ま じ り

2 ，' 21 . 4  口 縁 がやや内傾 � " ,, ,, 灰 褐色 � 

第 4 号住居址 （ 第 1 2 · 13図）

3 高坪 14 .  1 脚部がややふ く ら む ヨ コ ナ デ 砂 良好 赤褐色 黒 色 カ マ ド
ま じ り

4 坪 4. 7 1 2. 4 惰 ヘ ラ ナ デ
，' ，， 灰 褐色 灰 褐色 床 面口 がほぽ直立 ヨ コ ヘ ラ ケ ズ リ

5 ,, 4. 8 14- 8 
底
丸底

部 よ り 開 く
ヨ コ ナ デ � ,, 赤褐色 黒 色 ,, 
ヘ ラ ケ ズ リ

6 ，， 4. 4 1 1 . s  
底
丸

部
底

ち か く よ り た ち あ がる
ヨ コ ナ デ � ，， 灰 褐色 灰 褐色 ,, 
ヘ ラ ケ ズ リ

7 ,, 10. 2 蓋
縁
う け がつ

内
く

口 がやや 弯 ロ ク ロ ナ デ " ，， 灰 青色 灰 青色 穫 土

8 � 5. 7 12. 6 14- 5 口縁部が立つ 、 蓋 う け がつ く ロ ク ロ 整形 ・ ヘ ラ ケ ズ リ ，' ,, ,, ,, 床 面
底 部平底

， 甕 1 5. 6 1 5, 7 5. 3 球形
縁

の胴 ヨ コ ナ デ 小石 ,, 赤褐色 赤褐色 カ マ ド
口 が頚部 よ り 外反 ナ ナ メ の ヘ ラ ケ ズ リ ま じ り

1 0  ,, 1 5. 1 口緑 に 最大 径 を も つ ヘ ラ ナ デ ョ コ ナ デ ,, 不良 ,, ，， ,, 
ナ ナ メ の刷毛状工具 に よ る 整形

1 1  ,, 24. 9 ] 9. 6  5. 5 底
緑
部よ り 口縁

外
に 直立 ヨ コ ナ デ ヘ ラ ケ ズ リ ,, 良好 灰 褐色 ，' ,, 

口 がやや 開 き 烏帽 子形 刷毛状工具 に よ る 整 形

12 ,, 8. 6 下半部に 最大 径 を も つ ヘ ラ ナ デ
ヨ コ ナ デ

,, • ,, 灰 褐色 ,, 

1 � ]8. 2 烏
口縁

帽 子
が

形
外 反

ヘ ラ ケ ズ リ
ヨ コ ナ デ ,, 不良 ,, ,, ,, 

2 ,, 1 5. 7 烏帽 子形 ヘ ラ ケ ズ リ
，' . ,, ‘’ � 

口 縁 が外 反 ヨ コ ナ デ

3 壺 ] ] .  7 口縁 が直立 ョ コ ナ デ 砂 良好 暗褐色 暗褐色 床 面
ま じ り

4 甑 ] 5. 6  やや 口縁が直立
8 本の刷毛状工具 に よ る 整形 小石 不良 灰 褐色 灰 褐色 ,, 
ョ コ ナ デ ま じ り
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5 � ヘ ラ ケ ズ リ
，' ヽ ,, ,, 覆 土5. 4 丸味 を も っ て 底 部 に ヨ コ ナ デ

6 ，' ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヘ ラ ナ デ ,, • ,, ,, ,, 
s. 6 直線的 に 底 部 に 刷毛状工具 に よ る 整形



第 5 号住 居 址 （第13図）

30 遺 法 屈 (cm) 色 関 出 ：物 器 種 形 態 上 特 徴 手 法 上 特 徴 胎 土 焼 成番
の の

号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面 状 ！

7 坪 4. 1 ]3 .  1 6. 0 坪 形 ロ ク ロ ナ デ ・ 糸 切 り 砂 良好 灰 褐色 灰褐色 床ま じ り

8 � 3. 7 1 1 - 6  s .  6 ,, � ,, � 灰 白 色 灰 白 色 ,, 

， ,, 3. 9 13. 4 5. 8 � � ,, ,, ,, � � 

1 0  ヽ 3. 6 13. 6 6. 5 ，' ,, � ,, 灰 褐色 灰 褐色 ,, 

1 1  ケ 3. 5 1 2. 4 6, 9 � ,, ,, ,, 赤褐色 赤褐色 ,, 

1 2  ，， 3, 4 13,  6 s. 4 ,, ，， ,, • 寺灰色 行灰色 � 

1 3  ,, 3. 8 13. 1 4. 9 � ,, ，' ,, 赤褐色 赤褐色 ,, 

1 4  甕 27. 4 口縁がやや外反 ロ ク ロ ナ デ 小石 不良 灰 褐色 灰 褐色 • 
ま じ り

第 6 号住居 址 （ 第14図）

l 坪 6. 5 1 6. 3 丸底 ・ ロ縁が大 き く 外反 ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ 砂 良好 灰 褐色 黒 色 床 iま じ り

2 甕 [7. 6 烏帽子形 • 口 縁 が外開 ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ 小石
ま じ り

,, ，， 灰 褐色 カ マ

3 � 20. 1 烏帽子形 、 口縁が大 き く 外開l ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ ,, 不 良 暗褐色 ,, 床
刷毛状工具 に よ る 整形

4 ,, 1 1 .  2 14. 1 6. 6 器 話 が低い ・ 球胴 ヨ コ ナ デ ，， � 灰 白 色 灰 白 色 ,, 

5 ,, ] 7. 2 口縁が直立 刷毛状工具 に よ る 整形 ・ ヨ コ ナ デ ，， 良 好 赤褐色 赤褐色 ,., 

第 8 号住居址 （ 第 1 4図）

6 坪 3. 8 9. 6 4. 0 坪 形 ロ ク ロ ナ デ ・ 糸 切 り 砂 良 好 乳 白 色 乳 白 色 床 Iま じ り

7 ,, 3. l ] 6. 2 4. 6 ,, ，， ，' ,, 赤褐色 赤褐色 • 
8 ,, 3- 0 12.  1 4. 8 ,, ,, ,, ;, 青灰色 青灰色 預

， ,, 4. 1 10. l 4, 6 高台付 坪形 ，，， ，' ,, 緑灰色 緑灰色 ,, 
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遺 法 駄 (cm)
物 沿 種 形 態 I'. ● の 特 徴番

料 高 口 径 底 径号

10 甕 24. 6 口 縁 に 段

溝址 2 ( 第 14図）

11  I 坪 I 3. 1 I 1 1 .  6 I 4- 6 I .t不 形

1 2  I ,, 

溝址 3 ( 第14図）

13 坪 3. 9 1 2. 6 

1 4  ,, 4. 0 1 2. 6 

1 5  ,, 5. I 14. 4 

16  ,, 4. 4 14. 3 

2. 4 I ,, 

5. 4 坪 形

5, 3 ,, 

4, 4 ，， 

4, 8 ,, 

そ の 他の遺物 （ 第 1 5 · 1 6図）

1 甕 24. 7 口縁がやや外 開 · 烏帽子形

2 ,, 24. 8 口縁 が直線的 ・ 烏帽子形

3 "' ]7 . 2 口緑がやや外 反 • 烏帽子形

4 ,, 1 7. 4 烏帽子形

5 ,, 21 .  4 ,, 

6 ,, 44. l や や 外 反 気味

7 ,, 14 ,  7 口 縁 が直立 ・ （本部直線的

8 ,, や やふ く ら む

， 壺 f本部 がふ く ら む

色 調 出 土
手 法 」て の 特 徴 胎 土 焼 成

外 面 内 面 状 態

ロ ク ロ ナ デ 小 石 良好 灰褐色 灰褐色 殺 土ま じ り

ロ ク ロ ナ デ ・ 糸 切 り 『 じ り I 良 好 I 灰 青色 I 灰 青色 I 骰 土

• I • I 灰 褐色 I 灰褐色

ロ ク ロ ナ デ ・ 糸 切 り 砂 良 好 冑 灰 色 青 灰 色 毅 土ま じ り
,, ,, ,, ,, ,, ケ

,, ,, ,, 灰褐色 黒 色 ,, 

,, � ,, ,, 灰 褐色 � 

ロ ク ロ ナ デ （ タ タ キ メ の の ち ） ・ カ キ メ 小 石 良 好 赤褐色 灰褐色ま じ り

ロ ク ロ ナ デ ・ 内 面指頭痕 ,, ，' 灰 褐色 � 

，， ,, ケ ,, 
ロ ク ロ ナ デ

,, ,, ‘‘ 
ロ ク ロ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ ・ カ キ メ ,, • ,, ,, 

ロ ク ロ ナ デ 砂 ,, 冑灰色 灰 青色ま じ り

タ タ キ ・ ヘ ラ ケ ズ リ ロ ク ロ ナ デ ,, ,, ,, 青灰色

ロ ク ロ ナ デ � � ,, � 
• ,, 乳灰色 灰 白 色



32 
遺 法 拭 (cm) 色 調
物 出 土

賠 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

号 器 高 口 径 底 径 外 面 内 面
状 態

I 坪 s. 1 ]4. 2 杯 形 ヘ ラ ミ ガキ 砂
良好 灰 褐色 灰 褐色ヘ ラ ナ デ ま じ り

2 � 3. 2 1 2. 1 4. 9 椀 形 ロ ク ロ ナ デ · 糸 切 り � ,, ,, ,, 

3 ,, 3. 0 10, 9 s. l 坪 形 ,, • ,, ,, 灰 茶色

4 ,, 3. 6 1 1 .  9 5. 0 ,, ,, . ,, ,, 赤褐色

5 ,, 3. 9 J O. 5 5. 0 � ,, ,, ,, ,, 灰 褐色

6 ,, 3. 8 1 2. I 5, I 椀 形 � ，， ,, ‘’ ,, 

7 ,, 3. 1 1 1 . 2 4. 8 ,, • • ,, • ,, 

8 � ]3 . 3 • 高台付 ロ ク ロ ナ デ • 糸 切 り ,, ,, ，' 熱 色

， ,, 3. 6 ] 2. 5 5. 3 杯 形 ロ ク ロ ナ デ ・ 糸 切 り ，' ,, 乳 白 色 乳 白 色

J O  � 3. l ] J . 6  4. 8 椀 形 ,, ，， ,, 灰 茶色 灰茶色

l l  ,, 3. 4 1 2. 2 s. 2 坪 形 ,, ,, ,, 灰 褐色 灰 褐色

1 2  ，， 3. 5 J O. 9 5. 3 椀 形 ,, • ,, 乳褐色 乳 白 色

1 3  ,, 3. 4 1 ] . l 4, 7 � ，， ,, ,, 灰 褐色 灰 褐色

1 4  ,, 3. j ] ) . 3  4- 5 ,, ,, ,, ,, � ，' 

1 5  ,, 6. 2 ]3. 8 6, 0 ,, 席台付 ・ ロ ク ロ ナ デ · 糸 切 り ク � 乳 白 色 内 黒

16  ,, 3. 1 1 2. 1 s. 4 坪 形 ロ ク ロ ナ デ · 糸 切 り ,, ,, 灰 褐色 灰 褐色

1 7  ，' 3. 8 1 2. 3 5. 6 椀 形 ,, ,, • ,, . 赤褐色

18  ,, 3. 9 ] ] . 9  5. 1 • ク ,, ，，． ,, ,, 灰 褐色

1 9  ，， 3. 7 12. 5 5. 3 坪 形 • ，' • ,, 乳 白 色 乳白 色

20 ,, 3, 6 1 3. 8 7. 1 ,, ,, ,, ,, ,, 灰 粁色 灰 粁色



遺 法 批 (cm ) 色 聞 出 土物
？品 種 形 態 上 の 特 徴 手 法 上 の 特 徴 胎 土 焼 成

番
料 高 口 径 底 径 外 面 状 態

巧に 内 面

21 3. 6 13. 6 5. 6 杯 形 ロ ク ロ ナ デ · 糸 切 り 砂 良好 灰 青色 灰 青色
ま じ り

22 3, 6 1 2. 4 6. 0 ,, • • ,, ,, 

3
3 
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第 9 図 第 2 次調査遺構分布図 ( 1 : 1 60) 
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第1 1 図 第 6 - 9 号住居址、 溝 2 - 4 実測図 ( 1 : 80) 
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第 5 章 第 3 次調査

第 1 節 調査 の 経過

1 .  調 査 日 誌

5 月 28日 P T A役員会にて調査協力 を依頼 する。
6 月 3 日 （函） 本調査に先だ ち， 表土及び包含層 上部まで， 遣構の密集度をみるため， 南

端付近に東西 ト レ ‘ノ チ を重機にていれたとこ ろ住居址らしきもの 4 ヶ 所 を確認した。 その結果

調査地全面を削 平 するこ とにした。

6 月 4 日 （属のち雨） 今 日から人 力 による本調査に入 る。 ただ 今 日は全国的に雨 天だ そう

で， 調査の進行 が気 になる。 案の定調査開始後小雨 が降 り出 し徐 々 に激しさ を増 す。 調査は重

機によって表土を除去した追構上面プ ラ ン を追求 していたため， 遺構破壊の恐れがで てきたの

で， 午前で作 業を中止 する。 重機による表土の除去は続ける。 遺構面 は南 に向 け傾斜し， 南端

で深さ 1 . 2mを測 る。 器材搬入。

6 月 5 日 （晴） 重機による表土すき取り作 業を進め， 終了したとこ ろから人力 により残土

処理をするとともに西側 より遣構フ゜ ラ ソの追 求 を行 う。 発見順 に遣構番号を付す。 西端の第10

号住居址は調査区域外に延び， 第11号住居址付近は 2 - 3 軒重複する。 第12号住居址は単独で

あるが， 南半分 は調査区 域外 にある。 第10 · 12号住居址の調査にかかる。 信毎記者来訪。

6 月 6 日 （晴） 昨日に引き続き表土除去 • 住居址の掘り下げ と， 第14 · 15号住居址のプ ラ

ソの確認を行 い調査にかかる。 第14号住居址の東側 は小礫混 りの砂利層 になり， 遺構が存在し

ないものと判断されるので， これ以 上調査区の拡張をしないこ とにする。 第10-12号住居址の

精査を行 ない， 実測・写真撮影をする。 第15号住居址北壁 は浅川の洪水により洗われたのか確

認できなかった。 第14号住居址の覆土は砂利を含み堅 い。

6 月 7日 （晴） 昨日に引き続き第14住居址の調査を進める。 カ マ ド の位置を確認する。 覆

土下部より， 杯 ・ 甕 • 高杯形土器が多 く 出 土し， 上部 より灰釉陶器片を得た。 新たに第13号住

居址の調査にかかる。 北東隅 より壺形土器頸部下半 が直立して出土した他 ， 弥生 時代土器片で

ある。 長野県短 大学生の視察 あり。
6 月 8 日 （晴） 第13 · 14号住居址の調査を進める。 第14号住居址の カ マ ド 付近より完形又

は横転した甕形土器・ 杯形土器が出土し， 調査が活気づ く 。 第13号住居址の精査及び実 測 ・ 写真

43 



撮影後， 第16号住居址•土救 1 · 2 の調査をし ， 本 日完掘する。 本 日で実質作 業を終了する。

6月 9 日 （睛） 第 5 · 7 号住居址の写真撮影を行 い ， カ マ ドの断ち割 りを行 う。 迫構実測

及び全 体測量をし て 全調査を終了する。 調査会長 （教育長） の視察あ り 。

6月10 日 （晴） 器材の清掃 及び撤収作 業を行 う。

1 月 土器洗浄作 業を行う。

2月� 3月 土器復元 ・ 注記作業を行う。

3月 土器復元 ・ 注記・ 実測 · 整図 ， 図 面の整図作 業を経て 執筆， 報告書刊 行する。

2 .  調 査会 の 編成

本調査会は長野市所 在の埋蔵文化 財の保護 ・ 保存及び調査企画 を主なる業務 と し ， 調査結果

を有効 に生 かすため設立されたもので， 調査会構 成 は以下のと おりである。

調査会

会長 中村 博二 （長野市教育委員会教育長）

委員 米 山 ー政 （長野市文化 財保護審議会会長）
// 桐原 健 ( // 委員）
q 小林 年 （調査団長）
/,, 横 山 勝 （長野市教育委員会教育次長）
-'/ 関川 千代丸 ( /,, 社会 教育課嘱託）
// 矢 口 忠 良 （ /,, /,, 主事）

監事 青沼 欣二 ( /,, 庶 務課長）

調査団

調査団長 小林 学 （ 日 本 考 古学協会 々員 ・ 須坂高 校教諭）

ク 主任 矢 口 忠 良 C ,,,, • 長野市教育委員会主事）

調 査 員 原 明芳 （長野県考古学会 々員・ 信大学生）

ク 鳥羽英継 C ,,,, ・ /,, ) 

整理補助員 百瀬久雄 ( /,, // ） 
/,, 竹内 稔 C /,, /,, ） 
/,, 直井雅尚 ( /,, /,, ） 
/,, 石上 周蔵 ( // // ） 
/,, 小林秀行 ( /,, // ） 
/,, 赤羽史子 （信大学生）

事 務局

事 務局長 丸 山 喜正 （社会教育課長）

担 当局員 相 沢 金治 ( /,, 補佐）
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吉池 弘忠 （

矢 口 忠良 (

関川千代丸 （

//
 

//
 

//
 

文化財係長）
ク 主事）

ク 嘱託）

3 .  調査参加者一覧

（作 業員） ( P T A ) 原 田勝子 ・ 児 島 けさ 代 ・ 橋 本照美 ・ 柴 田 一美 ・ 野田 以志子 ・ 西沢紀

美 ・ 赤川みゆき • 平沢久子 ・ 高 野サ カ 江 • 松橋敏子 ・ 小 田 沢敬子 ・ 坂本美智子 ・ 鈴木久子 ・ 若

槻雅ー • 若槻司 • 小林武夫 • 石坂勲 • 塚本麻江 • 金子治子 • 福原和子， 池 田順子 ・ 猪股久美子

• 米倉静江 • 松倉晴美 • 佐藤一江 ・ 味沢佳代子 ・ 上原 とし子 • 竹本礼子 ・ 池 田桂子 ・ 山 本蓉子

• 小池勝 ・ 木原 その江 • 菊池昌子 • 宮沢衣子 ・ 伝 田 まさ 子 ・ 春原信枝 • 小林紀 子 • 青 木房子 ・

伊藤 由 子 ・ 祖 山 つた江 ・ 小林優子 ・ 戸井田紀世江 • 原 田 昭子 ・ 中村ーニ美 ・ 糸房君子 ・ 田 中礼

子 ・ 祢津清子 ・ 小山知 · 古 田正治 ・ 北原 ス ミ エ • 新井志津子 ・ 村岡信子 ・ 善 財鈴枝 • 競 沢啓子

• 竹内 富美枝 • 西岡初子 ・ 霜 田 町子 ・ 増 田幸子 ・ 和田正子 ・ 西沢 よ 志子 ・ 古越 まち子 ・ 山 口 和

子 • 関川定子 ・ 柳沢みち子 ・ 内 山恵喜 • 荒木貞子 ・ 峰村とし江 ・ 山 田 昌 子 ・ 津 野世伊子 ・ 滝沢

冒子 ・ 加藤 ト シ • 高 山 由紀子 ・ 長谷川 谷代 ・ 小山美智子 ・ 龍圭子 ・ 山 口 恵美子 ・ 村松節子 ・ 塚

田芳子 ・ 小林恵子 • 黒岩 ト ヨ 江 ・ 武 田徳子 ・ 相馬貞良 • 清水力子 • 藤井朋子 ・ 近藤節子 ・ 国 本

吊 江 ・ 下 平悦子 • 横 田 和一郎 • 横地康生 ・ 今井英子 ・ 今井敏 明 • 前沢端恵 • 雨宮三代 • 長谷川

嘉子 ・ 祖 山 もとみ • 川 口 よ し子 ・ 伝 田菊美 ・ 中野美恵子 ・ 神林京子 ・ 渡部田鶴子 ・ 越のぶ子 ・

猪飼滋子 ・ 松本菊子 ・ 小林一三 （会長）

（補助 団体） 三輪小学校 · 同校P T A ・ 教委 学校施設課 ・ 建設部 建築課 • 長新建設 · 滝

沢 建設共同企業体
以 上第1 � 3次調査で記した方 々 ， 団体の方 々 には多大な御援助をいただいた。 記して感謝

の意を表します。

第 2 節 遺構 と 遺物 （ 第 17図 ）

第3次調査で検出 した追構は， 住居址 7 軒 と土り廣 2 基である。 検 出 面 は砂利層 を避 け， 黄褐

色粘質土層 で， 覆土は砂利混 り黒褐色粘質土である。 ただ第14号住居址東側の一部 は砂利層を

掘り込 んでい， それ以降東側 は礫を伴う砂利層 になり， 遺構造 物はない。

1 .  第1 0号住居址 （第1 8·21図， 第19·25図版）

遺構 調査地西端 にあり， 北 • 南壁の半 分 以 上， 西壁 は調査地域外に延びる。 プ ラ ソ は方形

を呈し， 南北壁間が6.95mの規模である。 検 出 遺構軸方 向 はほ ぽ南北である。 壁 はやや傾斜 し
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北壁2 1cm ・ 南壁 10cm ・ 東壁 15cmの掘り込みである。 床面 は平担で軟弱である。 柱穴 は 東 壁

に添 っ て3 個確認され， 径30cm ・ 深 さ 5 -29cmを測 る。 その他の施設はない 。 第16号住居址

を切 る。

遺物 遺 物は少 なく ， すべて覆土からの出 土である。 器種 として高杯 · 杯 ・ 甕 形土器の 3 種

である。 滑石製紡錘車 が 1 点出 土した。

2. 第 1 1号住居址 （第 18 · 21 · 25 図 ， 第19,-...,21 図版）

遺構 第1 号住居址の東側 に隣接 し， 第13号住居址 と重 複する。 プ ラ ソ は東壁がやや短かい
不整方 形で， 規模は東西軸 が長く 3 . 15mで南北軸が最 も短い西壁で2 .92 m測 る。 主軸方 向 はN

-25° ーWである。壁 はやや傾斜し， 掘り込みは西壁 8 cmで最 も浅く 東壁でも2 1cm にすぎ ない 。

カ マ ド は北壁東隅よりに設けられ， 粘土製両袖形のものである。 規模 は 主 軸 55cm · 巾63cm
で， 内に焼土が残存する。 柱穴 は北東隅 に径29c m ・ 深 さ 8 cmのものが 1 個 あるのみである。

遺物 遺 物は少 なく ， カ マ ド 周辺より杯 ・ 鍔釜 • 小形深鉢形土器片を得た他， 滑 石 製 紡 錘

車 • 鉄斧 形の鉄製品 が各 l 点出土 した。

3 .  第12号住居址 （ 第18 · 21 図 ， 第20図版）

遺構 調査地中央付近 より検出 したもので南壁付近 は調査地外に延びる。 東西軸5. 05mの方

形 プ ラ ン を呈 し， 主軸方 向 はほ ぽ南北である。 掘り込 みは浅 < , 5 � 7 cm で， 壁はやや傾斜

する。 床面は平担で， 軟弱である。 カ マ ド は北壁中央西よりにあり， 袖端部に角礫を配する粘

土製両袖形のもので， 主軸50cm · 巾83cmの小規模のものである。 他の施設はない 。

遺物 出土量は少 なく ， カ マ ド 周辺より甕 ・ 杯 • 高杯形土器片を得たのみである。

4 .  第13号住居址 （ 第19 · 23,.....,25図 ， 第25図版）

遺構 第16号住居址との新 旧は不 明であるが， 第1 1号住居址に西北隅の一部が切られる。 プ

ラ ソ は東西軸4 . 5mを測 るが， 南北に長い 隅丸方 形 を呈 する。 南壁は調査地域外に延びる。 掘り

込みは傾斜を有し深 く ， 北壁40c m ・ 東壁43cm · 西壁 38cm を測 る。 床 面 は平担であるが， 傾

斜 にしたがっ て南へ傾斜 ， 中央付近 は堅く 踏み固 められる。 柱穴は西壁 に添 っ て 2 個 確 認 さ

れ， 径30-45cm · 深 さ 10cmのものである。 その他の施設は確認できなかっ た。 北東隅 より正

位の状態で壺形土器が出 土した。

遺物 出土量は比較的多 い。 甕 ・ 壺 形土器片が多 く ， 赤色塗彩された鉢 • 高杯形土器片か混

入 する。 第23図 7 は白 褐色を呈 し， 小砂を含み， 赤色塗彩される台付壺形土器で， 他のものと色

調 ・ 胎土が異 なる。 また 8 も白 褐色を呈 し， 所謂折り返し口 縁で， 外面 に条痕を施し， 他のも
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のと 相違が ある。 壺形土器の頸部文様 は櫛描平行沈線文 · T 字状文で， 甕形土器に は櫛描波状

文と 頸部の簾状文で飾 られる。

5.  第 14号住居址 （第20 · 21 ,.....,23 · 25 図 ， 第22 · 23図版）

遺構 調査地東端 より検 出 されたもので， 東壁の一部を砂利層を掘り込む他は， 黄褐色砂混

り粘質 土から である。 プ ラ ソ はやや胴張りの隅丸方形を呈し， 主軸方 向 を N- 1 1°-W に なる

主軸7. l O X 東西軸6.85mの規模のものである。 壁は直で， 北壁38cm · 南壁 18cm · 東壁33cm ・

西壁 22cm の掘り込みである。 床面は南 に 向 け傾斜す るが， 平担で軟弱である。 柱穴 は 4 個検
出 され， 方形配列に なる。 規模 は径40c mで深さ 15-25cmの範 囲 に ある。 北西隅のものに は平

石が入る。 カ マ ド は北壁 中央に設けられ， 主軸 85cm ・ 巾 125cm の規模で， 袖端部に袖石 を 有

す る粘土製両袖形のものである。 煙道は住居址外へ 1 . 5m · 巾32cmの規模で延びる。 袖石間に

長軸 43cm · 巾 13cm の遮蔽石が置かれる。 北壁下西半 分 ・ 東壁南から南壁下に 巾 12cm · 深 さ

3- 4 cmの周溝が めぐ る。 辿物はカ マ ド 周辺から の出 土が 多 く， 甑 ・ 甕 形 土器 はカ マ ド 両 側

より， 杯形土器は前面から の出土が 多い。

遺物 出 土量は割合多く， 高杯 · 杯 ・ 甑•鹿 形土器の器種が ある。 杯形土器は椀形のものと
ロ 縁部が立ち上が り外開す るものが あり， 底部整形はヘ ラ 削 りが施される。 甕 形土器は長胴

の烏帽子形のもので， 第22図 3 は水濾粘土に より再調整される。

6 .  第15号住居址 （ 第19図）

遺構 表土下 30cm 前 後のと ころから 発見されたもので， 北壁は浅川 の氾濫に より削 り去ら

れたのか， 後世の開 発に よるものかはっきりしないが ， 東西壁の一部 及び南壁のみ確認したも

ので， 隅丸方形 プ ラ ン に なるものと 思われる。 東西軸5. 45mを測り， 南北軸 は N- 14°-W の
方向に なる。 検出逍構の壁は低 く， 東で 12cm · 西で9cm ・ 南で 5 c m を測 る。 床面は南に傾

斜 し， 軟弱である。 その他の施設は不明である。

遺物 出土撒 は少 なく， わずかに内面黒色処理 された杯形土器， 烏帽子形を呈す と 思われる

甕形土器片を得たのみである。

7 .  第16号住居址 （ 第 1 9 図 ， 第19図版）

遺構 調査地西南端 より発見されたもので第10 · 13号住居址 と 重複して いるため， 北壁の一

部のみ検 出 したにす ぎ ない， 覆土に砂利の混 入が 著しい。 壁は直に 近く， 2 1cm を測 る。 床面

は平担で軟弱である。

遺物 出 土遣 物はなかった。
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8 .  土城 1 ( 第20図 ）

遺 構 調査地中央付 近より検 出 したもので， 南壁は調査時には削 平 されてお り， 北側のみ 16

cm の深 さ で残存する。 プ ラ ン は東西軸1 . 6 X 南北軸1 . lmの不整楕 円 形である。

遺物 出 土追 物はなかった。

9 .  土城 2 C第20図， 第22図版）

遺構 第14号住居址の南側 から発見され， 上部 プ ラ ソ は方 形 に近い形状にあったので， 井戸

址と考えたが， 壁 が傾斜し北側 で55cmの掘り込 みが以外 と浅 く， 井戸と考えられ な い。 規模

は南北2 . 4m ・ 東西2 . 25mである。
遺物 出 土遺物はなかった。 （ 矢 口 忠良）
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第10号住居址 （ 第21図）

遺 法 .fil: (cm) 
物 器 種 形 態 上 の 特 徴番

器 高 口 径 底 径号

1 高坪 10. 8 脚部が長 く 、 底部 ち か く でひ ら く

2 ，' 13, 8 ゆ る や か に 底部 に む け て ひ ら く

3 坪 4. 7 12. 3 悶
4 甕 17. 2 頸部が鋭 く く ぴれ る 口縁が外反 す る

第 1 1 号住居址 （第21図）

s I t不 13. 2 椀形

6 I 鋳釜 23. 4 口縁がやや内弯

7 I 深鉢 20. 0 1本部 やや内弯 し な が ら 口縁部 に いた る

第1 2号住居址 （ 第21図）

s I 高坪 17.  6 平底 に ち か く 、 口縁が外開

9 I t不 4. 1 13. 7 口 縁 ち か く に段 ・ 丸底

10 I ,, 5. 3 13. 4 口縁がやや内弯 ・ 丸底

第14号住居址 （ 第21 -23図）

1 1  高坪 7. 6 底部 ち か く で開 く 杯部が椀形

12 坪 3. 7 14. 1 5. 1 底部 ち か く に段

13 � 11 .  4 ，， 

14 ,, 3. 1 13. 2 6. 9 椀形

15 ,, 4, 5 8. 9 丸底 体部に段内面底部に段
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16 ,, 丸底 1本部 か ら 開 く

17 ，' 13. 8 体部 に段 あ り 、 口縁やや開 く

手 法 上 の 特 徴

ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ

.. 
ヘ ラ ミ ガキ ・ ヘ ラ ナ デ ・ ヨ コ ナ デ

刷毛状工具 に よ る 整形 ( 7 本） ・ ヨ コ ナ デ

ロ ク ロ ナ デ · ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ

ロ ク ロ ナ デ

，， 

ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ • ヘ ラ ナ デ ヨ コ ナ デ

,, ,, 

I ョ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ • ヘ ラ ナ デ

ヘ ラ ナ デ • ヨ コ ナ デ • ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ

ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ · ヨ コ ナ デ • 底部ヘ ラ ケ ズ リ

ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ

ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ

ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ

刷毛状工具 に よ る 整形 ・ ヨ コ ナ デ

ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ

色 調 廿
胎 土 焼 成

外 面 内 面 �J 

砂 不 良 灰 褐色 灰褐色 精ま じ り

,, 良好 赤褐色 " 

� ,, 灰褐色 黒 色

小石 ‘’ 暗褐色 暗褐色ま じ り

砂
ま じ り 良好 灰褐色 黒 色 I 抹

小石 ,, 灰褐色 暗褐色ま じ り

,, � ,, 灰 褐色

『 じ り I 良好 I 灰褐色 I 黒 色 I 床

ヶ I ,, I ,, ,., 

I ,, I ,, I ,, ,, 

砂 不良 灰褐色 黒 色ま じ り

,, 良好 ,, ，， 

,, ,, ,, 灰 白 色

，' ,, ,, 灰 褐色

,, ，， 暗褐色 黒 色

" 不 良 黒褐色 黒褐色

� 良好 暗褐色 灰 褐色

床
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遺 法 最 (cm)
物 器 種 形 態 上 特 徴の

号 料 商 口 径 底 径

1 8  坪 14, 1 体 部 に 段 あ り ・ ロ 縁 がやや内 弯

19 ,, 10. 8 直線的 に 口縁 に

20 ,, 5.7 1 1 .  4 4, 3 平底 • 口 縁 がやや外弯

21 ,, 12.4 12. 1 s. 4 鉢形 ・ ロ縁が内弯

1 炭 17. 8 14. 8 7, 9 壺形 ・ ロ縁がやや外反 ・ 肩 部 がは る

2 ,, 22. 3 19. 6 7. 4 口 縁 に 最大径 、 やや外反 ・ 烏帽子形

3 ,, 20. 6 烏帽子形 · 口 緑 に 最 大 径 、 やや外反

4 ,, 31. 1 1 6. 5 6. 4 f本 部 に 最大径 ・ 烏帽子形

5 ，， 19. 8 f本 部 が 直線的 ・ 烏帽子形 • 口縁がやや外反

6 ，， 17. 6 口縁が外 開

7 ，' 14. 4 口縁が外 反

1 ，， 7. 1 烏帽子形

2 ，， 20. 4 烏帽子形 · 口 縁 が外 開

3 甑 12. 5 16. 1 4- 8 口 縁 か ら 底 部 に 直線的

第13号住居址 （第23図）

4 高杯 9. 8 脚部は やや開 き な が ら 底部へ

5 甕 )9. 4 口 橡 がやや外反

6 ,, 23. 2 ，， 

7 空'奮ヽ

体部下半に段 を も つ

8 ，， 14. 3 複合口縁 ・ イ本部が開 く

手 法 上 の 特 徴

ョ コ ナ デ ・ ヘ ラ ケ ズ リ

ヘ ラ ナ デ ・ ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ

ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ ・ ヨ コ ナ デ ’ ヘ ラ ナ デ

ヨ コ ナ デ ・ ヘ ラ ナ デ · ヨ コ ヘ ラ ミ ガキ

ヨ コ ナ デ ・ 底部ヘ ラ ケ ズリ • ヘ ラ ナ デ

ヘ ラ ナ デ • 刷毛状工具 に よ る 整形· ョ コ ナ デ

7 本単位の刷毛状工具 に よ る 整形・ ヨ コ ナ デ
・ ヘ ラ ナ デ
8 本単位の刷毛状工具 に よ る 整形 ・ ヘ ラ ナ デ
・ ヨ コ ナ デ

タ テ ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ · ヘ ラ ナ デ

ヨ コ ナ デ

,, 

7 本単位の刷毛状工具 に よ る ナ デ・ヘ ラ ナ デ

ヘ ラ ケ ズ リ ・ ヨ コ ナ デ

ヘ ラ ケ ズ リ の ち ヨ コ ナ デ・ ヨ コ ナ デ

ヘ ラ ミ ガキ • ヨ コ ナ デ

6 本
本

単位の ク シ 状工具 に よ る 波状
状
文

7 単位 の ク れ ん 文

口縁端部が内弯

刷毛状工 具 に よ る ナ デ • ヘ ラ ミ ガキ

胎 土

砂
ま じ り

,, 

,, 

,, 
小石
ま じ り

，' 

� 

� 

ヽ

,, 

，， 

,, 

/; 

,,. 

砂
ま じ り

，， 

" 
� 
,, 

色 調
焼 成

外 面 内 面
� 

良好 灰 褐色 灰 褐色 月

<- 暗褐色 黒 色

,, 灰 褐色 ,, 

� 赤褐色 ，， 

,, 灰 褐色 灰褐色 t. 

，， � ，， 

不 良 � ，， 

良 好 暗褐色 暗褐色

� 赤褐色 灰褐色 j'j 

,, ,, ，， 

,, 灰褐色 ,, 

不 良 ,, ,, 

良 好 暗褐色 茶褐色

� 灰 褐色 暗褐色 え

良 好 赤 色 赤褐色

� 灰褐色 黄褐色

,, ，， 灰褐色

11 赤 色 ,, 

不 良 灰褐色 ,, 



i
ーlヽ
ど

〈

O

12 
。

〗

5
1
 第17図 第 3 次調査遺構分布因 ( 1 : 1 60) 



゜
u 鵬 曇 廿

゜

I 織鵬" ◎ 

\ 
第11 号住居址

=� 
冒贔瓢疇

＇鵬疇疇
第10 号住居址

l
t

 

―
I 

... - Zt 

第12 号住 居 址

第18図 第 10-12 号住居址実測図 ( 1 : 80) 

52 



.
.

 9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

瓢

冒

第13 号住 居 址

,,,,�� 

第13 · 16 号住居址

/ I 

／
 

第15 号住居址 。一 2
1
m 

第 1 9図 第 13 · 1 5 · 16号住居址実測図 ( 1 : 80) 

53 



G 

゜

／
 

゜

。

第14 号住居址

土砿 1
゜ 2 m 

鬱 l

土砿 2

第20図 第 14号住居址、 土砿 1 · 2 実測図 ( 1 : 80) 

54 



一•一•一 •一•一•一• 一•一•一·ー•一•一·―•一 •一•一·, ·- ·-·一•一 • 一 •一 • 一•一 •一

--- - - - - - - - - - -7 - - ／ ----------

二 L
 

6
 

，
 

10  

1 1  

12 

� -' 
13  

14 

ご

ー
／

18 
゜• • •  lOt 

第21図 第 10号 ( 1 - 4 ) 第 1 1 号 ( 5 - 7 ) 第12号 ( 8 - 10) 第14号 ( 1 1 -21 ) 住居址出土土器 ( 1 : 4 )  

55 



｀ ヽ． r 

， 
\\\\\iU 

ー

＼ ／  

I s 

rn 
ロ

6
 

第22図 第 14号住居址出土土器 ( 1 : 4 )  .. . . 
7

 

/
,
｀

ocm
l
 

ー
56 



/‘,＇ ー
2

4
 

芦 7ー 6
8
 

•゚ • •  l�cm 

第23図 第14号 ( 1 - 3 ) 第 1 3号 ( 4 - 8 ) 住居址出土土器 ( 1 : 4 )  

57 



58 



ー

＼
 
讐’

2
 

7
 

g· 

ffi 
，

 

� 祠

10 
! 

... - 11111111 
l�cm 

第25図 第14号住居址出土土器拓影、 第14号住居址出土凹石、
第1 1号住居址出土紡錘車 • 鉄製品 ( 1 : 3 )  

59 



第 6 章 三輪小学校遺跡 に つ い て

三輪遺跡の範囲 の確定は， そのほ とんど の地域が市街化されており， 小規模工事等により偶

然 発見の遺 物をもってな されているのが現状で ， その実態はいまだ に不明で ある。 今 後の調査

により， 当 地域の開 発開始時期 ・ 文化史的内 容を更 に詳細 にな されるものと考えるので， ここ
で は三輪遺跡内 の 1 地点で ある三輪小学校敷地で の第1 - 3次調査の結果をまとめることにし

た し ' o

第1 次調査で は住居址 2 軒 · 溝址 1 ケ 所， 第2次調査で は住居址 7 軒•溝址 3 ヶ 所 を検 出 し

た。 その時期は古墳 • 平安時代に限られ， その他 の時期の遺 物 ・ 遺構はな かったが， 第3次調

査において， 住居址 7 軒 ， 土拡を 2 ケ 所検 出 し， このうち第13 · 16号住居址は弥生時代後期に

属 するもので ある。 従来表採 遣 物から弥生時代の生活遣構の存在が予想されていたが， 今 回 の

調査で住居址を検 出 したことは， 浅川扇状地傾斜面 におけ る開 発 が弥生時代中期頃 より開始さ
れたとしても， その本 格的展開 が後期 の箱清水期まで さ かのぽ ることを意味していよう。 その

後更 に開 発 が進んだ と考えられ， 下宇木 B 遺跡にみられる大甕 · 杯形土器 の変遷をたどりな が
ら古墳時代に至 って爆発的発展をす る。 本調査地の主流 遣構 ・遣 物は該期にあたり ， 調査結果

にみられるようにこの扇状地形上に拡散して存在していた可能性が強い。 これについで 各次の

調査で 多いのは， 平安時代の遺構 遺 物で ある。 しかし造 物の割 に遺構 の確認がな く ， 第2次調

査で顕著にみられる如く表土下 す ぐ に遺 物が残存する出土状態が多く ， 表土と判断した砂利混

り黒色土層 に掘り込まれたものか， それとも浅川の氾濫 により遺構上部 が削 り取られたとも考

えられるが， 土器の出 土状態•上面土層 のあり方 より， 後者 の要因 によるものとの感を強く し て

いる。

遺構 第1 - 3次調査で注目すべきものに， 第2 号住居址のあり方 とカ マ ド がある。 第2 号

住居址は主軸11 . 8 x 東西軸 9 . 7m と大規模 な もので， 県 内 で は平出遺跡第1 1号住居址の11 . 0 x

10 . Qm に次ぐ もので ある。 この性格を考えるに， 山岸遣跡の遺棉 分布図 を参考にすると， 第34

号住居址 のみ一辺が9m前後と他 に比 べ大形で 目立つ存在で ある。 この遺構は遣跡中央にあっ

たかど うかは不明で あるが， その付近に位置していたと思われ， また高杯形土器 が他 の遺構に

比 べ多く 出 土しており， 首長者の家屋又は祭祀を伴う所謂集会場的利 用 を考えられる重 要施設

で あったことは間違いな かろう。 今 回調査した第 2 号住居址 も同様な ことが想定で き， 迫 物に

つ いてもカ マ ド周辺から甕形土器 のみ多く 出 土したが， 他 からは高杯形土器 破片が多 いし， 器
形 を復原 し得 る土器 も多 い。 次で 上屋構造を知 るうえで の炭 化材で ある。 検 出 は住居址内側各

壁 近く より認められ， ただ カ マ ド を中心とする北壁 及び中央付近にはな い。 これを消防署的に

解釈 すれば， 火元 はカ マ ド にあり， 火勢 は強く ， 棟高部 （所謂 グ ジ部） に火が入り， それによ
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り上屋がつぶれ残存すると いったと こ ろである。 そのため柱穴及びその付近には材 が生だ った

ため， 残存するこ と ができなかったものと 理解される。 さ てその残存物は丸木をそのまま使用

したもので， 角 材 と 思われるものはなかったし， また主柱たる性質をもつ材をも確認しえなか

った。 用途的には種 木及びそれを個定する横 木 と 考えられる。 材質 は柳 かと 思えるが， 木材を

あつ かう専門家でも定かでなかったし， その意見から， 松 ・ 樫等のものが含まれているようで

ある。 東壁付 近からの炭材 には直径 12c m 前後のもの普偏的に出 土するから， 推定でこ の数値

に近いものが用 いられたのであろう。 その出土状態は西 • 南で高く， 下 に覆土を有し， 北 ・ 東

では レ ベ ル的に低 く， 床面に近くなり， 住居址 中央付近は床面に近接 する。

さ て次の問題は所謂 ベ ッ ト 状遺構及び 各 壁下 から直角 に伸び る溝状遺構と その先端に配 置 さ

れた1::.' ッ ト である。 住居址内 の用 途使用 を考える上での一 新知見の資料である。 近くでは時期

が異 なるが御屋敷遺跡を除 いて他 にはない。 こ の溝 は水等に関与 するものと は思われない ， 浅

く， 巾の広 いもので， 先端 ヒ°
ッ ト と のかかわ りの中で， 間敷切 り施設と 考えられるが， こ の内

より出 土遣物がなかったので， その目的， 使用方法等わ からなかった。 柱穴 は主軸 に 2 個の棟
持柱を配し， 主柱は各 隅付近にあり， 方 形配列 になるのであるが， ベ ッ ト 状遺構と の関連の中

で， 主柱穴の位置が移動している。 即 ち， 棟持柱を有 す小形のものから， 更 に住居址を拡張し

ベ ッ ト 状遺構を作 り出 した関係から， 西•南方向 に動 き， これに伴い， カ マ ド 前の棟持柱が廃

棄され， カ マ ドの位置も， 西に移動 する。 当初住居址のありかたにつ いて， 本 遺構は 2 軒の住

居址が重複したものであると 考えたが， 先 に述 べた炭 化材の関係， 溝状遺構及び覆土遺 物の関

連から時間差のない同一 遺構であろうと 結論づ けた。

次に古墳時代カ マ ドのあり方 につ いてみてみよう。 本文では粘土製両 袖 形 と 記したが， こ の

表現はおかしく， むしろ造出 しのカ マ ド である。 第6 号住居址の石芯のものは粘土製 と よばれ

える他は， 住居址の掘り込みの時点でカ マ ドの位置 が設計されており， 袖部は地山を残 す形で

造り出 される。 そして両袖先端 に礫を配し， 第6 号 ・ 14号住居址の袖石 間にはカ マ ド 内 を遮蔽

する平石が置 かれ， 天井石が落 ちたものでなく， 意識的なものである点 新知見の一つである。

遺物 弥生時代の遺物では遺構と と もに検出 された第13住居址の特 に壺 形 土器 に 特 色 が あ

る。 色調が白 褐色を呈し， 小砂を含み， 他の遣物と は異色なもので持 ち運ばれてきた可能性が

あり， 先学の教示を得たい。 また古墳時代の遺物では第1 号住居址 よ り 聰 形の， 第4 号住居址

より杯形の須恵器 が出 土し， 地域的に先 進地であったこ と を物語る資料 と して注目される。 遺

物と してもう一つ気 になるのは奈良時代 （善光寺平第4 様式） に比定されるものがないこ と で

ある。 古墳時代から平安時代へ直接連結してしまう。 善光寺に近い位置 にあり， 古代東 山道支

道にそれほ ど遠 くない要地にあった当地に何故にその存在の痕跡をと どめ ていないのであろう

か疑問の残 ると こ ろである。 今 後の調査研究 に期待したい。

以上調査による代表的成果を私見を加えながら瞥見してみたが， 独断 と 偏見がま ま あ ろ う

が， 考 古学的立場のみでなく， 地域学的研究 に役立てば と 思 っている。 （矢 口 忠良）
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お わ り に

校舎改築に伴い， その都 度調査をし， 3次 4 年 間に亘 っ た。 この間逐次調査報告書の刊 行を

と思いつつ， 学生調査員の尻をたたきながら遺 物及び図 面の整理等を進めてきたので あるが，

私の力不足 と次年の校舎改築事業があるとい う ことで， まとめて報告 しよう と甘 え が生 じ てし

まい途 中でその気迫が抜 けてしまっ た。 調査報告書刊 行まで長時 間を費やし， 調査及び整理ま

とめ等に尽力をい ただいた米山， 小林調査団長をはじ め， 学業の間及び休 日に 終 日尻をたたか

れた若い 調査員， 灼熱の太陽のもとで連 日調査に 協力 い ただ い た三輪小学校P T A , 須坂高校

及び長野吉田 高校 • 長野西高校地歴班の皆さ んに は誠に 申 し訳なく 思 っ てい る。

よ う やく 3次にわ たる調査の結果を世 に 出 すことに なり， 前記した皆さ んの労 をねぎ らう こ

とがで き喜びに 堪 え ない ところで ある。 一方， 汗顔のい たりと思 う 気持が強い。

何 はともあれ， 調査結果をそのまま提示 することが， 埋蔵文化財保護のために， 役立つ もの

と思え るし， 三輪遺跡が周知されることに も必要なことで あり， またこれらの資料が学術上重

要なものになるで あろ う と確信してい る。

こう した意味をこめて上梓した本報告 が広 く 各 分 野で利用活用 され， 内容等につ い て御 叱

責•御指導をい ただければ望外の喜ぴで あり， またそれを期待 してやみませ ん。

ちなみに， 本 書 が上梓 する期間内に， 調査時の担当者であっ た三井茂 （社会教育課長） ・ 中

村邦雄 （社会教育課文化財係長） が若く して身罷 っ た。 これか らとい う ときに惜しい人を失な

たとい う 感 は時がたつにつれ増長し， 現場でのありし日の姿 が瞼に浮かぶ。

本 書 を御霊前に棒げ， 御冥福を祈 ります。 合掌。
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